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「
２
０
０
７
年
問
題
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」

結
果
の
概
要

埼経協ニュース３３５号

労
務
委
員
会
（
委
員
長
�
本
多
康
夫

フ
ジ
ノ
ン
�
元
会
長
）
が
十
月
六
日
�

Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
（
埼
玉

県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）
で
、

台
風
に
よ
る
大
荒
れ
の
天
候
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
六
十
名
を
超
え
る
方
々
の

ご
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
た
。
会

は
本
多
委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
当

会
野
上
武
利
専
務
理
事
が
協
会
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
の
事
務
局
報
告
を
行
な

っ
た
。

続
い
て
、
事
例
研
究
と
し
て
東
京
電

力
埼
玉
支
店
の
栗
原
健
人
事
総
務
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
「
高
年
齢
者

雇
用
へ
の
対
応
」
と
題
し
、
当
社
の
対

応
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
を
い
た
だ
い

た
�
写
真
�
。

【
報
告
の
骨
子
】

一
�
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
と
当

社
の
対
応

�
改
正
法
の
概
要

�
当
社
の
基
本
的
な
対
応
ス
タ
ン
ス

二
�
当
社
で
の
具
体
的
な
高
年
齢
者
雇

用
確
保
施
策
の
導
入
及
び
関
連
諸
制

度
の
見
直
し

�
六
十
五
歳
雇
用
の
基
本
骨
格

�
企
業
年
金
制
度
関
連

以
上
は
、
前
月
ま
と
ま
っ
た
ホ
ッ
ト

な
内
容
で
あ
り
、
参
加
者
の
関
心
は
高

く
質
問
が
続
い
た
が
、
栗
原
氏
か
ら
は

ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
ま
で
踏
み
込
ん
だ

ご
回
答
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
会
員
企
業
並
び
に
従
業
員

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
「
２

０
０
７
年
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て
、
三
国
雅
裕

事
務
局
長
が
報
告
を
行
な
い
、
今
後
埼

玉
県
・
埼
玉
労
働
局
・
関
係
諸
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
本
問
題
に
対
応
し

た
い
と
結
ん
だ
（
詳
細
は
後
掲
）。

続
い
て
こ
れ
ら
団
塊
世
代
の
ニ
ー
ズ

等
を
踏
ま
え
た
埼
玉
県
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
、
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
セ

ン
タ
ー
の
島
村
道
雄
所
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
推
進
課
の
真
下
幸
子
課
長
を
お
迎
え

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
事
項
に
つ
い
て

ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

島
村
所
長
は
セ
ン
タ
ー
の
活
動
概
況

を
中
心
に
、

�
民
間
の
力
を
活
用
し
た
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
業
務

�
「
士
業
」
専
門
家
等
と
連
携
し
た
、

創
業
・
開
業
の
動
機
付
け
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会

�
既
存
企
業
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ

の
た
め
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
キ
ャ
ピ
タ

ル
等
の
支
援

に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
後
、
当
セ

ン
タ
ー
開
設
以
来
積
み
重
ね
た
事
業
の

実
績
に
つ
い
て
話
が
進
め
ら
れ
た
。
特

に
利
用
者
に
対
し
て
は
、
必
ず
「
利
用

満
足
度
」
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
満

足
度
を
如
何
に
高
め
る
か
を
運
営
の
重

点
と
し
て
い
る
実
態
が
良
く
理
解
で
き

た
。真

下
課
長
か
ら
は
、「『
日
本
一
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
活
躍
で
き
る
県
づ
く
り
』
を
め

ざ
し
て
」
と
題
し
、

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
期
待
す
る
も
の

�
埼
玉
県
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

状
況

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
お
け
る
課
題

�
活
動
へ
の
支
援

を
柱
と
す
る
解
説
を
い
た
だ
い
た
。
特

に
、「
活
動
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
」
と
し
て
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
や
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
情
報
提
供
や
相
談
事
業
、

更
に
財
政
的
支
援
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
基

金
に
お
け
る
「
団
体
希
望
寄
付
制
度
の

創
設
」
な
ど
の
県
の
支
援
活
動
に
つ
い

て
強
調
さ
れ
た
。

な
お
、
今
回
は
埼
玉
労
働
局
職
業
安

定
部
受
給
調
整
指
導
官
の
島
村
健
氏
を

急
遽
お
迎
え
し
、
近
時
の
最
大
関
心
事

で
あ
る
「
労
働
者
派
遣
・
請
負
関
係
」

に
つ
い
て
、
派
遣
受
入
期
間
制
限
の
あ

る
業
務
や
請
負
事
業
等
々
に
つ
い
て
、

熱
心
か
つ
わ
か
り
や
す
い
解
説
が
な
さ

れ
、
島
村
氏
の
気
さ
く
な
ご
性
格
も
加

わ
り
、
相
次
ぐ
質
問
に
も
丁
寧
に
お
応

え
い
た
だ
い
た
。

こ
の
よ
う
に
講
演
毎
に
用
意
し
た
質

問
タ
イ
ム
は
予
想
通
り
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
ボ
ッ
シ

ュ
の
北
風
良
雄
執
行
役
員
人
事
部
門
長

の
挨
拶
で
労
務
委
員
会
は
盛
会
裏
に
閉

会
し
た
。

当
会
と
連
合
埼
玉
で
組
織
す
る
埼
玉

県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
は
、
団
塊

世
代
の
一
斉
退
職
問
題
が
間
近
に
迫
る

中
、
行
政
や
関
係
諸
機
関
と
連
携
し
実

施
す
る
支
援
策
を
検
討
す
る
た
め
の
基

礎
デ
ー
タ
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
県

内
企
業
に
勤
務
す
る
団
塊
の
世
代
を
含

む
五
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
そ
の

「
定
年
後
」
の
職
業
や
生
活
に
つ
い
て

の
意
識
調
査
と
、
当
会
会
員
企
業
を
対

象
と
し
た
、「
高
年
齢
者
雇
用
へ
の
対

応
状
況
調
査
」
を
実
施
し
た
。

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０６ 月号

日本経団連 埼玉

二二
〇〇
〇〇
七七
年年
問問
題題
・・
高高
年年
齢齢
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雇雇
用用
へへ
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対対
応応
をを
テテ
ーー
ママ
にに
労労
務務
委委
員員
会会
開開
催催
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本
多
委
員
長
の
挨
拶
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「
従
業
員
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
結
果

「
高
年
齢
者
雇
用
へ
の
対
応

状
況
調
査
」
結
果
の
概
要

総

括

県
内
企
業
に
勤
務
す
る
団
塊
の
世
代

を
含
む
五
五
歳
以
上
の
「
定
年
後
」（
六

〇
歳
以
降
）
の
生
き
方
、
働
き
方
に
対

す
る
意
識
調
査
と
と
も
に
、「
勤
務
先

で
の
継
続
雇
用
」
以
外
の
働
き
方
で
あ

る
、「
勤
務
先
以
外
で
の
再
就
職
」「
起

業
」「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

を
望
む
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
探
る
と
い
う

視
点
か
ら
調
査
を
実
施
し
、
二
、
三
一

三
人
か
ら
回
答
を
得
た
。

結
果
は
、「
定
年
後
も
働
く
意
思
が

あ
る
」
と
し
た
方
々
は
約
八
四
％
あ
り
、

そ
の
内
、「
現
在
の
勤
務
先
で
の
継
続

雇
用
」
の
希
望
者
が
約
六
一
％
、
一
、

一
九
九
人
、「
現
在
の
勤
務
先
以
外
で

の
再
就
職
」
の
希
望
者
が
約
二
五
％
、

四
九
〇
人
、「
起
業
」
の
希
望
者
は
三

％
弱
、
五
三
人
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
の
希
望
者
は
六
％
、
一

一
七
人
と
な
っ
て
い
る
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

■
定
年
後
の
働
き
方
な
ど

（
一
）「
定
年
後
も
働
き
た
い
」
は
、
全

体
の
八
四
％
。

（
二
）「
定
年
後
働
く
理
由
」
は
、「
日
々

の
生
活
費
の
た
め
」
が
約
三
分
の

二
。「
女
性
」「
パ
ー
ト
」
で
は
「
自

分
の
健
康
の
た
め
」
が
第
一
位
。

（
三
）定
年
後
の
働
き
方
を
み
る
と
、「
現

在
の
勤
務
先
で
の
継
続
雇
用
」
が

六
割
超
。
次
に
「
現
在
の
勤
務
先

以
外
で
の
再
就
職
」
が
約
四
分
の

一
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
が
六
％
、「
起
業
」
三
％

弱
。

「
現
在
の
勤
務
先
以
外
で
の
再
就

職
」
及
び
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
」
の
希
望
者
は
、
従
業

員
数
で
み
る
と
「
三
〇
〇
人
超
」

の
企
業
規
模
の
割
合
が
相
対
的
に

高
い
こ
と
が
、
共
通
の
特
徴
で
あ

る
。

■
再
就
職
希
望
者
の
働
き
方
と
要
望

（
四
）再
就
職
し
た
場
合
望
む
収
入
は
、

「
現
在
の
給
与
と
同
等
以
上
」
と

「
現
在
の
給
与
の
七
〜
九
割
」
を

あ
わ
せ
る
と
四
割
を
超
え
て
い
る
。

（
五
）希
望
す
る
仕
事
内
容
を
み
る
と
、

「
こ
れ
ま
で
の
経
験
・
知
識
を
活

か
せ
る
仕
事
」
が
最
も
多
く
六
七

％
。

（
六
）
再
就
職
希
望
者
が
、
あ
れ
ば
良

い
と
思
う
支
援
に
つ
い
て
は
「
定

年
退
職
予
定
者
に
対
す
る
職
業
紹

介
や
マ
ッ
チ
ン
グ
」
が
最
も
多
く
、

「
定
年
退
職
を
迎
え
る
以
前
か
ら

の
就
職
相
談
窓
口
」
が
続
く
。

■
起
業
希
望
者
の
働
き
方
と
要
望

（
七
）起
業
し
た
場
合
の
望
む
収
入
は
、

「
現
在
の
給
与
の
四
〜
六
割
」
や

「
収
入
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」
が

多
く
、
ま
た
、
起
業
し
た
場
合
、

想
定
し
て
い
る
事
業
の
性
格
に
つ

い
て
は
、「
自
身
の
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
事
業
」
が
最
も
多
い
。

企
業
希
望
者
は
、
必
ず
し
も
高
い

収
入
を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
特
に
、

大
企
業
勤
務
者
や
地
域
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
起
業
希
望
者
で
は
、

「
生
き
が
い
」
を
求
め
て
い
る
人

が
多
い
。

（
八
）起
業
し
た
場
合
、
あ
れ
ば
良
い
と

思
う
支
援
に
つ
い
て
は
、「
起
業

の
た
め
の
各
種
支
援
制
度
の
拡

充
」
が
最
も
多
い
。

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
希
望

者
の
働
き
方
と
要
望

（
九
）Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

希
望
す
る
活
動
分
野
と
し
て
は
、

「
学
術
、
文
化
、
芸
術
又
は
ス
ポ

ー
ツ
」
が
最
も
多
く
、「
ま
ち
づ

く
り
」
が
第
二
位
。「
埼
玉
県
居

住
者
」
で
は
、「
ま
ち
づ
く
り
」

が
第
一
位
。
女
性
で
は
、
全
体
で

は
第
四
位
で
あ
る
「
子
ど
も
の
健

全
育
成
」
が
第
一
位
。

（
一�）「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
よ
る
収
入
」
と
し
て
は
、「
弁

当
代
や
通
勤
費
用
は
欲
し
い
」
が

五
八
％
で
最
も
多
く
、「
無
償
で

よ
い
」
と
合
わ
せ
る
と
八
割
強
が

無
償
に
近
い
活
動
で
構
わ
な
い
と

し
て
い
る
。

（
一�）Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
、
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
支

援
に
つ
い
て
は
、「
定
年
退
職
を

迎
え
る
以
前
か
ら
の
活
動
相
談
窓

口
」
が
第
一
位
。「
女
性
」
で
は

全
体
の
第
二
位
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
研
修

や
講
座
の
開
催
」
が
第
一
位
と
な

っ
て
い
る
。総

括

二
五
二
社
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
回
答
結

果
は
、
六
〇
％
以
上
の
企
業
が
「
労
働

力
不
足
」
と
感
じ
て
い
る
中
、
改
正
高

年
齢
者
雇
用
安
定
法
へ
の
対
応
で
「
継

続
雇
用
制
度
」
を
導
入
し
て
い
る
企
業

が
約
八
七
％
、
そ
の
内
九
〇
％
以
上
が

「
再
雇
用
制
度
」
を
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
半
数
の
企
業
が
「
適
切

な
人
材
が
い
れ
ば
採
用
す
る
」
と
回
答

し
て
い
る
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト

■
定
年
制
等
に
つ
い
て

（
一
）五
五
歳
以
上
の
高
年
齢
者
の
割
合

が
「
一
一
〜
二
〇
％
」
の
企
業
は

全
体
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
る
。

（
二
）回
答
企
業
の
約
九
七
％
が
、
定
年

を
一
律
に
定
め
て
お
り
、
そ
の
内

定
年
を
六
〇
歳
と
す
る
企
業
が
九

三
％
。

（
三
）約
八
七
％
の
企
業
が
「
継
続
雇
用

制
度
を
導
入
」
し
て
い
る
。

■
定
年
後
の
継
続
雇
用
制
度
に
つ
い
て

（
四
）継
続
雇
用
制
度
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
企
業
が
「
再
雇
用
制

度
」
を
実
施
。「
勤
務
延
長
制
度
」

を
実
施
し
て
い
る
企
業
は
全
体
の

一
六
％
。
そ
の
対
象
者
は
、「
希

望
者
全
員
」
と
す
る
企
業
と
「
会

社
が
認
め
た
も
の
」
と
す
る
企
業

が
ほ
ぼ
半
数
。

（
五
）継
続
雇
用
後
の
職
務
形
態
は
「
ケ

ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
」
が
五
六
％
。

「
以
前
と
同
じ
職
務
内
容
」
が
四

〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
継
続
雇
用

者
が
慣
れ
た
「
職
務
」
よ
り
も
、

企
業
側
の
判
断
で
決
定
す
る
場
合

が
多
い
。

（
六
）継
続
雇
用
者
の
年
収
は
「
五
〇
％

以
上
下
が
る
」
が
二
二
％
。
次
い

で
「
四
〇
〜
五
〇
％
未
満
下
が

る
」
が
二
一
％
、「
三
〇
〜
四
〇

％
未
満
下
が
る
」
が
一
七
％
。
よ

っ
て
年
収
が
三
〇
％
以
上
下
が
る

と
し
て
い
る
企
業
は
全
体
の
六
割

以
上
あ
る
。

従
業
員
規
模
が
大
き
い
企
業
ほ
ど

減
少
す
る
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

（
七
）継
続
雇
用
者
の
雇
用
形
態
は
「
嘱

託
」
が
六
五
％
。
一
方
で
継
続
雇

用
者
の
勤
務
条
件
は
「
変
更
な

し
」
と
す
る
企
業
が
七
六
％
。

（
八
）企
業
が
継
続
雇
用
制
度
で
雇
用
す

る
際
の
選
定
基
準
は
、「
健
康
状

態
」
八
四
％
、「
勤
務
意
欲
」
七

四
％
、「
勤
務
実
績
」
五
九
％
。

一
方
、
企
業
は
定
年
制
・
継
続
雇

用
制
度
に
つ
い
て
、「
賃
金
・
退

職
金
制
度
」
と
「
健
康
管
理
」
を

課
題
と
し
て
い
る
。

■
労
働
力
状
況
に
つ
い
て

（
九
）こ
こ
一
〜
二
年
の
労
働
力
状
況
は
、

「
か
な
り
不
足
し
て
い
る
」
六
％
、

「
少
し
不
足
し
て
い
る
」
五
六
％

で
あ
り
、
合
わ
せ
る
と
、
六
〇
％

以
上
の
企
業
が
「
労
働
力
不
足
」。

従
業
員
規
模
の
大
き
い
企
業
ほ
ど

労
働
力
不
足
を
感
じ
て
い
る
。

（
一�）「
こ
こ
一
〜
二
年
で
、
高
年
齢
者

を
積
極
的
に
中
途
採
用
し
た
企
業

は
六
％
に
過
ぎ
ず
、
半
数
以
上
の

企
業
が「
全
く
採
用
し
て
い
な
い
」。

一
方
、
今
後
の
高
年
齢
者
の
採
用

予
定
を
見
る
と
、「
適
切
な
人
材

が
い
れ
ば
採
用
す
る
」
が
約
五
〇

％
あ
り
、
労
働
力
環
境
の
悪
化
懸

念
か
ら
か
、
高
年
齢
者
の
中
途
採

用
を
考
え
る
企
業
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

― ２ ―
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頁

埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

（
母
体
�
本
会
、
連
合
埼
玉
）
は
八
月

二
十
九
日
、『
埼
玉
県
高
等
学
校

進

路
・
就
職
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催

し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
企
業
が
望
む
進

路
指
導
の
あ
り
方
を
実
際
に
進
路
・
就

職
指
導
に
当
た
る
県
内
高
校
教
員
の
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た

も
の
で
今
年
で
四
回
目
を
迎
え
た
。
同

セ
ミ
ナ
ー
は
、
労
使
就
職
支
援
機
構
、

県
、
県
教
育
委
員
会
が
共
催
し
、
当
日

は
県
内
公
立
高
校
の
進
路
就
職
指
導
担

当
者
ら
約
一
五
〇
名
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
野
上
武
利
本
会
専
務

理
事
（
就
職
支
援
機
構
使
側
代
表
）、

藤
井
春
彦
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

副
部
長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
続
い
て

村
上
文
埼
玉
労
働
局
局
長
が
来
賓
あ
い

さ
つ
を
行
い
、「
こ
れ
か
ら
の
高
校
生

の
進
路
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
県
立
学
校
民
間
企
業

等
派
遣
研
修
（
先
生
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
）
に
よ
り
企
業
で
研
修
し
た
教
員

四
名
、
派
遣
受
入
企
業
の
斉
之
平
伸
一

三
州
製
菓
�
代
表
取
締
役
、
牛
窪
啓
詞

�
愛
工
舎
製
作
所
代
表
取
締
役
と
、
野

上
代
表
の
七
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
し
、
田
柳
宏
県
埼
玉
県
教
育
局
県

立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課
主
幹
の
司

会
進
行
で
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
野
上
代
表
が
、
教
員
の
民
間
派

遣
研
修
が
始
ま
っ
た
背
景
や
経
緯
を
説

明
。「
今
年
で
十
年
目
を
迎
え
た
民
間

派
遣
研
修
は
、
三
十
八
の
企
業
・
施
設

に
延
べ
五
十
三
名
の
教
員
を
派
遣
し
て

お
り
、
教
員
を
民
間
企
業
に
一
年
間
派

遣
し
、
実
際
に
就
労
し
な
が
ら
企
業
の

実
態
を
肌
身
で
体
験
す
る
も
の
。
こ
の

派
遣
研
修
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
、
本

日
の
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
や
四
者
面
談
会
な

ど
も
実
施
で
き
た
」
と
経
緯
や
意
義
を

述
べ
た
。

実
際
に
企
業
で
研
修
し
た
教
員
は
、

「
自
身
の
視
野
を
広
げ
た
い
た
め
応
募

し
、
企
業
の
顧
客
対
応
や
お
客
様
へ
の

サ
ー
ビ
ス
姿
勢
が
勉
強
に
な
っ
た
」、

「
教
員
と
は
違
う
経
験
を
し
た
自
分
の

方
が
生
徒
に
対
し
て
違
う
目
線
も
含
め

て
指
導
で
き
る
と
思
う
」、「
社
員
の
ベ

ク
ト
ル
が
定
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
、
民

間
企
業
は
時
間
の
使
い
方
に
無
駄
が
無

い
と
感
じ
た
」
な
ど
、
体
験
し
た
感
想

を
語
っ
た
。

受
入
企
業
の
斉
之
平
社
長
は
「
い
か

に
自
分
の
仕
事
が
面
白
い
か
と
感
じ
さ

せ
る
に
は
、
就
職
段
階
で
規
模
、
業
種
、

職
種
な
ど
を
限
定
せ
ず
生
徒
に
も
っ
と

選
択
の
自
由
を
与
え
る
べ
き
。
ま
た
、

社
会
人
と
な
り
自
分
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
回

せ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
学
校
の
時
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
」
と
指
摘
し
、
牛

窪
社
長
は
「
子
供
達
に
い
か
に
自
主
性

を
持
た
せ
、
か
つ
、
子
供
を
愛
し
続
け

る
教
育
が
必
要
。
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー

ト
と
定
職
者
と
は
生
涯
賃
金
や
労
働
条

件
な
ど
格
差
が
大
き
い
。
就
職
に
関
し

て
、
あ
ま
り
高
望
み
せ
ず
、
も
っ
と
中

小
企
業
に

も
目
を
向

け
て
ほ
し

い
。
ど
こ

に
就
職
し

た
の
で
は

な
く
、
ど

こ
で
も
夢

を
持
っ
て

働
く
こ
と

の
方
が
大

切
」
と
語

っ
た
。

最
後
に

野
上
代
表

は
、「
日
本
で
は
就
職
は
直
前
に
な
っ

て
か
ら
活
動
す
る
と
い
う
風
潮
だ
が
、

欧
米
で
は
小
さ
な
頃
か
ら
働
く
と
い
う

こ
と
を
意
識
づ
け
し
て
い
る
。
学
校
と

産
業
界
、
そ
し
て
保
護
者
を
巻
き
込
み

連
携
す
る
教
育
が
必
要
。
ま
た
、
教
育

に
対
し
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
企
業

経
営
者
も
沢
山
い
る
の
で
、
先
生
も
一

歩
外
へ
出
て
、
経
営
者
の
声
を
聴
い
て

ほ
し
い
。
そ
の
よ
う
な
連
携
が
ニ
ー
ト

や
フ
リ
ー
タ
ー
を
減
少
さ
せ
る
方
策
の

一
つ
だ
と
思
う
」
と
ま
と
め
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
最
後
に
、
竹
花
康
雄
連

合
埼
玉
事
務
局
長
（
就
職
支
援
機
構
労

側
代
表
）
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
、

終
了
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
（
敬
称
略
）

〔
県
立
学
校
民
間
企
業
等
派
遣
研
修
参

加
教
員
〕

括
弧
内
は
派
遣
先

深
井
秀
仁
・
県
立
白
岡
高
等
学
校

（
平
成
十
三
年

旧

あ
さ
ひ
銀
行
）

齋
藤
雅
晴
・
県
立
北
川
辺
高
等
学
校

（
平
成
十
三
年

東
京
電
力
�
埼
玉
支

店
）

坂
本
和
俊
・
県
立
川
越
南
高
等
学
校

（
平
成
十
七
年

本
田
技
研
工
業
�
埼

玉
製
作
所
）

金
谷
有
子
・
県
立
和
光
養
護
学
校

（
平
成
十
八
年

浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ

ン
ズ
ホ
テ
ル
）

〔
派
遣
受
入
企
業
〕

斉
之
平
伸
一
・
三
州
製
菓
�

代
表

取
締
役

牛
窪
啓
詞
・
�
愛
工
舎
製
作
所

代

表
取
締
役

〔
埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
〕

野
上
武
利
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
専

務
理
事

〔
司
会
〕

田
柳

宏
・
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学

校
部
高
校
教
育
指
導
課
主
幹

目

次

�
労
務
委
員
会
、「
２
０
０
７
年
問
題
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
結
果
」
の
概
要

１
〜
２

�
高
校
生
の
進
路
・
就
職
指
導
の
あ
り
方

を
パ
ネ
ル
討
議

３

�
連
載
こ
の
人
・
会
員
企
業
紹
介
、
大
栄

不
動
産
�
社
長

萩
原
正
史
氏

４
〜
５

�
視
点
「
爆
走
中
国
視
察
余
聞
」
専
務
理

事

野
上
武
利

６

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
決
定

７

�
埼
玉
県
と
米
国
中
西
部
州
と
の
産
業
交

流
会
（
上
田
知
事
に
よ
る
埼
玉
県
Ｐ
Ｒ

活
動
に
同
行
し
て
）
吉
野
電
化
工
業
�

社
長

吉
野
寛
治

８
〜
９

�
連
載
３１
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な

話
題

西
・
中
・
北
・
南

１０
〜
１１

�
連
載
３８
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会

い
の
広
場

１２

�
連
載
第
１８
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ

よ
う
こ
そ

１３

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
３２
回
、「
達

人
の
技
を
若
い
世
代
へ
」「
障
害
者
の

た
め
の
職
業
訓
練
」

１４

�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

１５

�
第
４２
期
労
働
法
ゼ
ミ
開
講
、
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
労
働
法

弁
護
士
安
西
�
氏

１６

�
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
変
わ
り
ま
す１７

�
青
年
部
会
９
月
、
１０
月
例
会

１８

�
事
業
だ
よ
り
、
本
会
ら
県
と
「
埼
玉
県

子
育
て
応
援
共
同
宣
言
」
署
名
、
連
載

１５４
回
企
業
存
続
の
岐
路
は
こ
こ
に

１９

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

２０

高高
校校
生生
のの
進進
路路
・・
就就
職職
指指
導導
のの

ああ
りり
方方
をを
パパ
ネネ
ルル
討討
議議

村上文埼玉労働局局長
の来賓挨拶

藤井春彦県立学校部
副部長の主催挨拶

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

パ
ネ
ル
で
の
派
遣
受
入
企
業

左
か
ら
野
上
代
表
、
斉
之
平
社
長
、

牛
窪
社
長

― ３ ―
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こ
の
人
は
危
機
状
況
の
対
処
に
滅
法
強
く
、
誰
も

が
口
を
そ
ろ
え
て
、
そ
の
度
胸
と
決
断
の
速
さ
に
舌

を
巻
く
。
因
み
に
、
社
長
と
し
て
の
信
条
が
『
熟
慮

断
行
』。
熟
慮
し
て
決
定
し
た
以
上
は
万
難
を
排
し

て
、
迅
速
・
果
敢
に
―
の
実
行
力
が
、
即
、
成
果
に

繋
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。

昭
和
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
生
ま
れ
。
四
十
二

年
早
大
商
学
部
を
卒
業
、
埼
玉
銀
行
に
入
行
、
協
和

埼
玉
銀
行
支
店
第
四
部
長
、
あ
さ
ひ
銀
行
常
務
等
を

経
て
、
平
成
十
二
年
六
月
大
栄
不
動
産
�
専
務
、
十

四
年
六
月
現
職
の
代
表
取
締
役
社
長
。

り
そ
な
シ
ョ
ッ
ク

社
長
業
五
年
余
だ
が
、
こ
の

十
年
は
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
日
本
経
済
再
生
と
激
動
の

時
代
。
社
長
就
任
早
々
、
こ
の
人
を
直
撃
し
た
の
が
、

り
そ
な
シ
ョ
ッ
ク
。
即
ち
、
あ
さ
ひ
銀
行
と
大
和
銀

行
の
合
併
で
り
そ
な
銀
行
が
誕
生
し
た
時
、
同
行
は

公
的
資
金
を
受
け
て
不
良
債
権
を
処
理
し
た
。
そ
の

際
、
マ
ス
コ
ミ
か
ら
�
緊
密
不
動
産
会
社
�
の
表
現

で
騒
が
れ
た
の
が
、
総
資
産
一
千
億
円
か
ら
二
千
億

円
規
模
の
系
列
不
動
産
会
社
数
社
で
あ
り
、
大
栄
不

動
産
も
対
象
の
一
社
と
し
て
外
資
系
へ
売
却
等
の
方

針
が
示
さ
れ
た
と
い
う
。

「
な
に
し
ろ
、
十
年
以
上
に
亘
っ
て
地
価
下
落
が

続
き
、
今
、
考
え
る
と
想
像
も
で
き
な
い
程
、
ひ
ど

い
日
本
経
済
で
し
た
。
不
況
の
ど
ん
底
で
地
価
は
下

が
り
、
と
り
わ
け
不
動
産
業
界
の
不
況
は
厳
し
く
、

数
多
く
の
ゼ
ネ
コ
ン
や
不
動
産
会
社
は
倒
産
、
リ
ス

ト
ラ
の
真
っ
盛
り
と
い
う
時
期
で
し
た
」。

だ
が
、
萩
原
さ
ん
は
り
そ
な
側
の
基
本
方
針
に
対

し
、
一
年
の
期
限
付
き
で
�
待
っ
た
�
を
か
け
、
全

社
一
丸
と
な
っ
て
経
営
改
善
計
画
案
を
作
成
し
て
提

出
し
た
。
資
金
調
達
の
厳
し
い
折
、
そ
の
大
き
な
も

の
の
一
つ
が
過
剰
債
務
の
圧
縮
。
こ
れ
を
大
規
模
な

資
産
リ
ス
ト
ラ
（
売
却
、
証
券
化
等
）
で
一
千
億
円

削
減
、
資
本
金
五
億
円
に
二
十
億
円
の
大
型

増
資
を
し
、
部
門
再
構
築
、
関
連
会
社
の
再

編
成
等
を
断
行
し
て
、
約
一
年
で
約
束
通
り

見
事
に
危
機
を
乗
り
切
っ
た
。「
創
業
五
十

年
、
先
輩
達
が
永
年
に
わ
た
っ
て
�
堅
実
経

営
�
で
築
い
て
き
た
伝
統
を
消
し
て
は
な
ら

な
い
の
一
念
だ
っ
た
」。
ま
た
「
早
期
退
職

制
度
の
実
行
等
今
で
も
心
は
痛
む
が
、
残
っ

た
役
職
員
が
百
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
力
を
発

揮
し
て
く
れ
た
こ
と
、
人
材
の
有
難
さ
を
改

め
て
痛
感
し
た
」、
そ
れ
に
「
借
入
で
は
埼

玉
り
そ
な
銀
行
利
根
社
長
（
当
時
）、
埼
玉

県
信
用
金
庫
安
田
理
事
長
に
は
特
に
支
援
い
た
だ
き
、

増
資
で
は
富
士
倉
庫
運
輸
小
網
社
長
ら
地
元
の
多
数

の
取
引
先
の
方
々
に
応
援
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
時

ほ
ど
人
と
人
と
の
付
き
合
い
、
信
頼
関
係
の
有
難
さ

を
痛
感
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
、
し
み
じ
み
語
る
。

萩
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
不
動
産
業
界
は
経
済
の
縮

図
で
、
景
気
・
金
利
等
に
敏
感
に
反
応
す
る
。
同
社

の
経
営
現
況
は
、
り
そ
な
シ
ョ
ッ
ク
後
の
急
激
な
経

営
環
境
の
好
転
も
あ
っ
て
、
ス
リ
ム
化
し
た
財
務
体

質
の
下
、
フ
ロ
ー
の
収
益
重
視
で
ビ
ル
主
体
の
会
社

か
ら
総
合
不
動
産
業
へ
と
業
態
を
転
換
中
と
か
。「
リ

ス
ト
ラ
の
お
陰
で
、
こ
こ
三
期
連
続
増
収
増
益
で
前

年
度
は
営
業
収
益
二
百
三
十
四
億
円
、
経
常
利
益
三

十
八
億
円
。
今
期
は
新
規
事
業
の
先
行
投
資
や
用
地

取
得
と
販
売
の
ズ
レ
な
ど
に
よ
る
特
殊
要
因
も
あ
っ

て
一
休
み
の
感
じ
だ
が
、
来
期
以
降
は
今
迄
以
上
の

積
み
上
げ
が
目
に
見
え
て
お
り
、
三
年
後
に
は
営
業

収
益
三
百
億
円
、
経
常
利
益
五
十
億
円
を
展
望
し
て

い
る
」。

経
営
哲
学

当
た
り
前
だ
が
、
企
業
は
永
遠
に
存

続
・
成
長
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
為
に
は
収
益
を
確

実
に
あ
げ
、
企
業
体
質
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、
経

営
者
の
義
務
で
あ
る
。
企
業
が
存
続
し
成
長
を
持
続

す
る
に
は
、
人
材
・
顧
客
・
収
益
各
々
の
強
い
基
盤

が
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
。

不
動
産
業
界
は
、景
気
・
金
利
等
に
敏
感
で
ス
ト
ッ

ク
面
か
ら
は
投
資
額
が
巨
額
で
あ
り
、ハ
イ
リ
ス
ク

ロ
ー
リ
タ
ー
ン
。従
っ
て
、リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

で
き
な
け
れ
ば
即
、市
場
か
ら
ア
ウ
ト
の
宣
告
と
な
る
。

課
題
と
し
て
は
、
環
境
変
化
へ
の
対
応
と
、
顧
客

へ
の
資
産
活
用
提
案
能
力
の
向
上
の
二
つ
。
環
境
変

化
に
は
�
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
急
激
な
変
化
。
つ
ま
り
局

地
的
に
都
内
・
県
南
一
部
の
地
価
の
値
上
が
り
�
不

動
産
の
金
融
商
品
化
、
担
い
手
の
変
化
�
今
後
の
金

利
動
向
に
よ
っ
て
は
、
対
応
の
か
じ
取
り
が
難
し
く

な
る
が
、
そ
の
時
期
に
す
で
に
さ
し
か
か
っ
た
と
認

識
し
て
い
る
。

街
並
み

住
宅
事
業
の
目
玉
に
、
十
一
月
発
売
開

始
の
上
尾
市
上
尾
村
「
ブ
リ
リ
ア
ン
コ
ー
ト
上
尾
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
」
が
あ
る
。
全
五
十
二
戸
の
環
境
創
造
型

で
、
四
季
の
植
栽
が
楽
し
め
る
楽
し
い
街
並
み
。
人

と
人
と
が
心
地
よ
く
集
い
会
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空

間
、
そ
の
一
つ
が
目
に
も
心
に
も
印
象
深
い
街
づ
く

り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
い
う
。

も
う
一
つ
が
、
熊
谷
市
に
建
設
中
の
シ
ニ
ア
向
け

有
料
老
人
ホ
ー
ム
『
桜
ガ
ー
デ
ン
』。
約
二
十
億
円

か
け
て
第
一
期
の
一
三
八
室
が
完
成
、
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
れ
は
介
護
を
要
す
る
人
た
ち

の
施
設
だ
が
、
十
月
か
ら
は
第
二
期
工
事
で
七
十
歳

位
以
上
の
健
常
者
用
一
六
〇
室
の
「
楓
コ
ー
ト
」
の

建
設
が
進
行
中
。
こ
の
街
は
、
総
面
積
一
万
三
千
坪

の
自
然
環
境
の
中
の
新
し
い
街
、
従
来
の
高
齢
者
向

け
施
設
、
住
宅
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
日
本
版
リ
タ

イ
ヤ
メ
ン
ト
・
ビ
レ
ッ
ジ
と
い
う
。

エ
ピ
ソ
ー
ド

日
本
橋
で
高
速
道
路
を
撤
去
、
美

し
い
都
市
空
間
を
造
る
動
き
が
具
体
化
し
、
前
総
理

へ
の
陳
情
書
を
、
今
、
国
交
省
が
預
か
っ
て
い
る
。

実
現
す
る
な
ら
大
栄
不
動
産
は
、
日
本
道
路
元
標
に

隣
接
す
る
キ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
の
場
所
に
あ
る
が
、
近

く
で
再
開
発
が
で
き
た
時
、
不
動
産
業
者
と
し
て
逸

早
く
そ
こ
に
こ
こ
の
容
積
を
移
す
条
件
付
で
移
転
意

思
を
表
明
し
て
い
る
。「
古
く
か
ら
な
じ
ん
だ
一
丁

目
一
番
を
離
れ
る
の
は
残
念
だ
が
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
な
り
日
本
橋
再
生
の
一
助
と
な
る
の
で
あ
れ

ば
不
動
産
会
社
と
し
て
当
然
」
と
し
て
い
る
。

羽
生
市
在
住
で
九
十
一
歳
の
母
と
妻
節
子
さ
ん
の

三
人
暮
ら
し
。
子
供
は
男
二
人
だ
が
独
立
、
孫
三
人

が
い
る
。
園
芸
な
ど
趣
味
は
多
い
。

（
葛
）

大
栄
不
動
産
株
式
会
社

社

長

萩

原

正

史
氏

― ４ ―
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○
は
じ
め
に

私
ど
も
大
栄
不
動
産
は
、
昭
和
二
五
年

設
計
・
監
理
業
務
と
ビ
ル
賃
貸
業
務
に
よ

り
創
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
保
有
ビ
ル

数
の
増
加
と
こ
れ
に
伴
う
ビ
ル
管
理
運
営

業
務
の
拡
大
、
宅
地
開
発
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・

戸
建
の
住
宅
事
業
、
不
動
産
仲
介
・
鑑
定

事
業
、
駐
車
場
事
業
、
企
画
開
発
事
業
へ

と
総
合
不
動
産
業
を
標
榜
す
る
に
ふ
さ
わ

し
い
業
容
を
着
実
に
築
き
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
５
月
熊
谷
市
に
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
グ
リ
ー
ン

フ
ォ
レ

ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
」
を
新
規
開
業
い
た
し

ま
し
た
。

当
社
の
創
業
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
誠

実
と
信
用
」
で
す
。
そ
の
姿
勢
を
大
切
に
、

建
物
や
設
備
の
ハ

ー
ド
面
の
み
な
ら

ず
お
客
様
と
接
す

る
際
の
ソ
フ
ト
の

面
に
つ
い
て
も
、
高
い
品
質
の
商
品
と
サ

ー
ビ
ス
を
ご
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

○
当
社
の
事
業
紹
介

【
ビ
ル
賃
貸
事
業
】

オ
フ
ィ
ス
用
を
主
体
と
す
る
賃
貸
ビ
ル

建
設
と
運
営
管
理
は
、
創
業
以
来
当
社
の

根
幹
を
な
す
事
業
の
一
つ
で
す
。
東
京
・

埼
玉
を
中
心
に
管
理
棟
数
６５
（
う
ち
所
有

棟
数
４６
）
を
有
し
、
き
め
細
か
い
管
理
に

よ
り
機
能
的
で
快
適
な
ビ
ジ
ネ
ス
空
間
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

ビ
ル
経
営
に
関
す
る
豊
富
な
経
験
と
実

績
を
も
と
に
、
ビ
ル
の
企
画
か
ら
完
成
後

の
プ
ロ
パ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
あ

ら
ゆ
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
駐
車
場
事
業
】

東
京
・
埼
玉
を
中
心
に
駐
車
場
約
４
３

０
ヶ
所
、
収
容
台
数
約
１
万
台
の
駐
車
場

の
運
営
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
駐
車
場
の

企
画
・
運
営
に
長

年
の
実
績
と
経
験

を
持
ち
、
遊
休
地

を
お
持
ち
の
お
客

様
に
有
効
活
用
を

ご
提
案
し
て
ま
い

り
ま
す
。

収
益
を
最
大
に

す
る
に
は
、
２４
時

間
無
人
タ
イ
プ
の

時
間
貸
駐
車
場
か
、

ま
た
一
般
的
な
月

極
駐
車
場
の
ど
ち

ら
が
良
い
の
か
。

当
社
で
は
、
立
地

環
境
を
充
分
に
調

査
し
、
そ
の
土
地
に
あ
っ
た
駐
車
場
を
企

画
・
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。
当
然
、
運
営
・

管
理
も
お
任
せ
下
さ
い
。

【
住
宅
事
業
】

一
生
の
住
ま
い
に
ふ
さ
わ
し
い
良
好
な

環
境
と
充
実
し
た
設
備
を
備
え
た
、
資
産

価
値
の
高
い
住
ま
い
づ
く
り
を
、
東
京
・

埼
玉
エ
リ
ア
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。

マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ

を
主
に
供
給
し
て
い
ま
す
が
、
周
辺
環
境

等
を
考
慮
し
デ
ィ
ン
ク
ス
等
を
対
象
と
し

た
コ
ン
パ
ク
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
も
手
が
け
、

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
戸
建
住
宅
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
た
生

活
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
街
全
体
を
創

り
、
住
ま
い
を
追
求
し
た
思
想
「
デ
ザ
イ

ン
・
フ
ォ
ー
・
リ
ビ
ン
グ
（D

for
L

）」

を
基
と
し
た
ブ
ラ
ン
ド
「
ブ
リ
リ
ア
ン
コ

ー
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【
不
動
産
仲
介
・
鑑
定
事
業
】

お
客
様
の
、
ビ
ル
・
工
場
・
倉
庫
の
事

業
用
地
や
住
宅
用
地
等
の
売
り
た
い
・
買

い
た
い
・
あ
る
い
は
貸
し
た
い
の
窓
口
と

し
て
不
動
産
仲
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
埼
玉
県
に
５
拠
点
、
東
京
都
に
２
拠

点
を
有
し
、「
首
都
圏
、
と
り
わ
け
埼
玉

県
に
強
い
大
栄
」
と
の
評
価
に
恥
じ
な
い

地
域
密
着
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
不
動
産
の

お
取
引
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
動
産
の
鑑
定
評
価
、
資
産
の

再
評
価
な
ど
の
業
務
も
幅
広
く
行
っ
て
い

ま
す
。

【
企
画
開
発
事
業
】

不
動
産
に
関
し
て
お
客
様
が
お
持
ち
の

問
題
に
対
し
て
最
適
な
ル
ー
ト
を
提
供
い

た
し
ま
す
。

不
動
産
の
証
券
化
に
よ
り
流
動
性
を
高

め
、
資
金
調
達
手
段
の
提
案
、
オ
フ
バ
ラ

ン
ス
化
に
よ
る
財
務
内
容
の
改
善
、
保
有

資
産
の
効
率
的
な
活
用
方
法
の
ご
提
案
等
、

多
岐
に
わ
た
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応

え
し
ま
す
。

【
建
築
設
計
・
監
理
事
業
】

子
会
社
大
栄
建
築
事
務
所
は
、
設
計
ス

タ
ッ
フ
１０
余
名
を
擁
す
る
県
内
最
大
の
建

築
事
務
所
で
す
。
当
建
築
事
務
所
の
強
み

は
そ
の
総
合
力
で
、
意
匠
設
計
に
は
じ
ま

り
、
構
造
設
計
、
設
備
設
計
さ
ら
に
は
イ

ン
テ
リ
ア
設
計
に
至
る
ま
で
、
設
計
・
監

理
業
務
の
す
べ
て
を
社
内
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
近
年
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業

務
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
遊
休
土
地

の
有
効
活
用
や
地
域
再
開
発
に
関
す
る
調

査
・
企
画
提
案
な
ど
に
も
幅
広
く
お
応
え

し
て
い
ま
す
。

【
有
料
老
人
ホ
ー
ム
事
業
】

子
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
は
、
熊

谷
市
の
秩
父
鉄
道
「
ひ
ろ
せ
野
鳥
の
森
」

駅
前
に
、
約
４
万
�
の
広
大
な
敷
地
に
５

０
０
人
以
上
の
方
々
が
集
う
新
し
い
街
づ

く
り
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。「
グ
リ

ー
ン

フ
ォ
レ
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
」
と
名

づ
け
た
そ
の
街
は
、
こ
れ
ま
で
の
高
齢
者

向
け
施
設
・
住
宅
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な

る
日
本
版
リ
タ
イ
ヤ
メ
ン
ト

ビ
レ
ッ
ジ

で
す
。

健
康
な
方
は
も
ち
ろ
ん
、
軽
度
〜
重
度

の
要
介
護
の
方
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
生

活
と
介
護
・
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
が
こ
の
敷

地
内
で
連
携
し
て
い
ま
す
。
リ
タ
イ
ヤ
後

の
人
生
を
、
不
安
な
く
前
向
き
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
に
生
ま
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
す
。

○
会
社
概
要

本

社

東
京
都
中
央
区
（
県
内
支
店

大
宮
・
浦
和
・
川
越
・
越
谷
・

熊
谷
）

資
本
金

２５
億
２
、７
０
０
万
円

売

上

２
３
６
億
円
（
１７
年
度
）

会員企業紹介

「「
誠誠
実実
とと
信信
用用
」」
がが
モモ
ッッ
トト
ーー

大栄不動産

高
品
質
の
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

【大栄本社ビル】
東京都中央区日本橋室町１丁目１番８号 大栄不動産株式会社

グリーンフォレスト完成図
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本
会
は
例
年
、
時
宜
を

得
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
海
外

視
察
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
は
片
時
も
目
を
離
せ

な
い
ほ
ど
に
変
貌
を
遂
げ

る
中
国
を
訪
問
し
た
。
勿

論
日
程
は
予
め
決
め
ら
れ

て
い
た
わ
け
だ
が
、
結
果
は
極
め
て
劇

的
な
も
の
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
私
達

が
中
国
入
り
し
た
日
が
安
倍
首
相
が
電

撃
的
に
訪
中
し
た
翌
日
な
ら
ば
、
広
州
、

上
海
を
経
て
最
終
訪
問
地
の
北
京
入
り

が
北
朝
鮮
の
核
実
験
情
報
が
も
た
ら
さ

れ
た
翌
日
と
な
れ
ば
ま
さ
に
劇
的
な
日

程
だ
っ
た
。

こ
の
た
だ
な
ら
ぬ
、
慌
た
だ
し
い
旅

の
参
加
者
は
総
勢
二
十
五
人
。
こ
の
中

に
は
年
に
幾
度
と
な
く
訪
中
す
る
人
も

い
た
が
、
聞
け
ば
参
加
の
動
機
は
、
例

え
僅
か
以
前
に
中
国
を
訪
ね
情
報
を
収

ま

集
し
て
も
、
現
在
の
中
国
は
目
ば
た
き

す
る
間
に
も
変
化
し
て
し
ま
う
か
ら
と

の
答
が
返
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
情
況
の
中
で
参
加
者
が

見
聞
き
し
た
中
国
の
様
子
は
後
日
埼
経

協
ニ
ュ
ー
ス
の
特
集
号
に
参
加
者
の
手

に
な
る
報
告
記
を
掲
載
す
る
の
で
ご
一

読
い
た
だ
き
た
い
。

〈
爆
走
中
国
〉

現
代
中
国
（
中
華
人
民
共
和
国
）
は
、

今
か
ら
五
十
七
年
前
の
一
九
四
九
年

（
昭
和
二
十
四
年
）
の
建
国
以
来
、
一

九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
に
�
小

平
が
対
外
開
放
政
策
を
打
ち
出
す
ま
で

の
約
三
十
年
間
と
い
う
も
の
竹
の
カ
ー

テ
ン
の
中
に
あ
っ
て
私
達
の
目
に
触
れ

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
毛

沢
東
時
代
に
終
止
符
を
打
っ
た
一
九
七

八
年
、
遂
に
そ
の
姿
を
私
達
の
前
に
現たか

わ
し
た
。
し
た
が
っ
て
新
生
中
国
は
高

だ
か高
二
十
七
年
の
歴
史
し
か
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
ま
れ

変
わ
っ
た
中
国
は
た
っ
た
の
二
十
七
年

間
で
今
や
世
界
有
数
の
経
済
大
国
と
な

り
、
世
界
経
済
の
動
向
を
左
右
す
る
ま

で
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
私
に
は
中
国

の
発
展
が
俄
か
に
は
信
じ
難
く
、
伝
わ

る
情
報
を
半
信
半
疑
の
思
い
で
聞
い
て

い
た
。
何
故
な
ら
暫
く
前
に
目
に
し
て

い
た
襟
の
立
っ
た
国
民
服
の
中
国
人
の

姿
や
、
広
い
道
路
に
ひ
し
め
く
夥
し
い

数
の
自
転
車
の
光
景
が
強
烈
な
印
象
と

な
っ
て
焼
き
付
い
て
い
た
し
、
ま
た
日

本
の
二
十
六
倍
の
国
土
に
、
十
三
億
の

人
口
を
抱
え
、
し
か
も
三
千
五
百
年
の

悠
久
の
歴
史
を
持
つ
中
国
が
二
十
七
年

と
云
う
僅
か
な
歳
月
で
そ
う
簡
単
に
変

わ
れ
る
も
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
か
ら
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
疑
念
も
上
海

に
足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
打
ち
砕
か
れ

た
。
し
か
し
疑
念
の
解
消
は
突
然
や
っ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
の
訪
問

地
広
州
で
目
に
し
た
街
の
光
景
、
訪
れ

た
本
田
技
研
工
業
の
現
地
法
人
広
州
本

田
の
最
新
鋭
工
場
の
視
察
を
通
し
て

き
ざ
し

徐
々
に
変
化
の
予
兆
を
感
じ
て
い
た
。

こ
の
予
感
が
確
信
に
変
わ
っ
た
の
は
広

州
か
ら
空
路
上
海
に
降
り
立
ち
市
内
へ

の
移
動
の
た
め
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー

に
乗
っ
た
瞬
間
。
成
田
、
東
京
間
と
ほ

ぼ
同
じ
距
離
を
わ
ず
か
十
五
分
で
結
ん

で
い
る
。
日
本
で
は
一
時
間
強
も
か
か

る
と
い
う
の
に
、
ど
う
し
て
、
何
故
と

思
う
が
答
え
は
明
快
、
時
速
が
新
幹
線

の
三
百
キ
ロ
台
に
比
べ
遥
か
に
早
い
四

百
三
十
一
キ
ロ
な
の
だ
か
ら
。
私
に
は

こ
れ
だ
け
で
も
驚
き
だ
っ
た
が
、
疾
走

す
る
リ
ニ
ア
の
車
窓
を
通
し
て
次
に
目

に
飛
び
こ
ん
で
き
た
二
十
階
は
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
る
数
え
き
れ
な
い
マ
ン
シ

ョ
ン
群
に
圧
倒
さ
れ
た
…
。

そ
の
ど
れ
も
が
特
徴
あ
る
形
状
を
し

て
い
て
カ
ラ
フ
ル
。
こ
の
た
っ
た
十
五

分
の
リ
ニ
ア
シ
ョ
ー
も
驚
き
だ
っ
た
が

衝
撃
は
こ
れ
だ
け
で
終
ら
な
か
っ
た
。

リ
ニ
ア
を
降
り
街
の
中
は
と
見
れ
ば
、

道
路
に
溢
れ
て
い
る
の
は
自
動
車
で
、

記
憶
の
中
の
自
転
車
は
何
処
に
も
見
当

ら
な
い
。
し
か
ら
ば
、
行
き
交
う
人
の

出
で
立
ち
は
と
見
渡
せ
ば
銀
座
や
渋
谷

の
街
角
で
み
る
人
と
何
等
変
り
な
く
、

へ
そ

そ
れ
ば
か
り
か
臍
を
出
し
て
颯
爽
と
歩

く
ジ
ー
ン
ズ
姿
の
女
性
を
見
る
に
至
っ

て
は
、
頭
の
中
の
襟
の
立
っ
た
国
民
服

の
中
国
人
の
残
像
は
完
全
に
払
拭
さ
れ

た
。僅

か
三
十
年
に
も
満
た
な
い
の
に
こ

の
変
貌
。
参
加
者
の
弁
に
も
あ
っ
た
が

確
か
に
中
国
は
手
品
の
如
く
変
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。

〈
自
信
を
取
り
戻
し
た
中
国
〉

悠
久
の
歴
史
を
持
つ
中
国
は
、
紀
元

前
二
百
二
十
一
年
に
始
皇
帝
が
中
国
を

統
一
し
た
秦
時
代
か
ら
、
十
九
世
紀
半

ば
の
清
時
代
ま
で
の
約
千
六
百
年
間
と

云
う
も
の
ア
ジ
ア
最
大
の
覇
権
国
と
し

て
君
臨
し
て
い
た
。
し
か
も
そ
の
う
ち

の
千
二
百
年
間
は
世
界
最
大
の
経
済
大

国
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
栄
光
が
十
九
世
紀
半
ば
の
イ
ギ
リ
ス

に
よ
る
ア
ヘ
ン
戦
争
な
ど
で
滅
却
し
、

覇
権
国
家
中
国
は
そ
の
後
百
五
十
年
の

長
き
に
わ
た
っ
て
失
意
・
自
失
の
中
に

あ
っ
た
。
大
国
中
国
が
よ
う
や
く
自
信

を
取
り
戻
し
た
の
は
外
界
を
隔
絶
し
て

い
た
竹
の
カ
ー
テ
ン
を
取
り
外
し
た
�

小
平
の
登
場
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
�
小
平
の
改
革
解
放
政
策
は
、
百

五
十
年
も
の
長
い
間
に
溜
っ
た
鬱
積
の

マ
グ
マ
に
火
を
つ
け
近
代
化
へ
の
歩
み

を
加
速
さ
せ
た
。
否
、
歩
み
で
は
な
く

人
々
を
駆
り
た
て
疾
走
さ
せ
た
。
そ
の

象
徴
が
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
と
云
っ

て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て

更
に
そ
の
後
の
有
人
宇
宙
飛
行
の
成
功

や
、
一
兆
ド
ル
に
及
ぶ
外
貨
保
有
に
よ

っ
て
中
国
は
完
全
に
自
信
を
取
り
戻
し

た
ば
か
り
か
、
再
び
覇
権
国
家
へ
の
道

を
歩
み
出
し
た
感
す
ら
す
る
。

〈
疾
走
中
国
の
課
題
〉

こ
の
爆
走
す
る
中
国
に
も
課
題
が
無

い
わ
け
で
は
な
い
。
百
五
十
年
の
眠
り

か
ら
目
覚
め
、
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め

疾
走
し
た
ば
か
り
に
、
他
の
先
進
諸
国

が
長
い
年
月
を
か
け
て
構
築
し
た
技
術

の
集
積
や
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
、
更

に
は
知
的
財
産
権
の
保
護
な
ど
産
業
基

盤
の
確
立
に
欠
か
せ
な
い
領
域
に
多
く

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
課
題
の
克
服
は
一
朝

一
夕
で
は
出
来
な
い
。

〈
日
本
の
生
き
る
道
〉

戦
後
の
日
本
が
奇
跡
的
復
興
を
遂
げ

世
界
の
工
場
と
な
っ
た
道
程
を
、
今
中

国
が
辿
っ
て
い
る
。
し
か
も
日
本
が
刻

ん
だ
時
間
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
。
世
界
の
工
場
を
今
の
中
国
か

ら
取
り
戻
す
こ
と
は
、
コ
ス
ト
面
か
ら

も
難
し
い
が
、
今
回
中
国
を
旅
し
て
分

か
っ
た
こ
と
は
日
本
企
業
の
技
術
力
の

高
さ
と
人
材
の
厚
さ
。
そ
し
て
何
よ
り

も
高
い
技
術
力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
中
小

企
業
の
存
在
。
こ
う
し
た
企
業
と
人
材

の
存
在
が
あ
っ
て
今
日
の
日
本
が
築
か

れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
枠
組
み
が
堅

持
さ
れ
る
か
ぎ
り
は
、
今
の
中
国
に
追

い
つ
か
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
だ

が
若
者
の
育
成
に
腐
心
す
る
現
状
の
日

本
に
と
っ
て
は
油
断
は
禁
物
で
、
こ
の

際
、
更
に
一
層
人
材
力
の
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
間
断
無
き
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
猛
追
す
る
中
国
と
の
距
離

を
拡
げ
る
こ
と
が
極
め
て
肝
要
と
強
く

感
じ
た
。

爆爆
走走
中中
国国
視視
察察
余余
聞聞

専
務
理
事

野
上

武
利

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
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）

（平成１８年度）

発効日

１８．１０．１

発効日

１８．１２．１

注意：１ 最低賃金の対象となる賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、時間外・深夜・休日手当、臨時又は１月を超える期間ごとに支払われる賃金は算入
されません。

２ 著しく労働能力が低い人などについて、埼玉労働局長の許可を受けた場合には、最低賃金の適用が除外されます。

埼玉県内で働く全ての労働者（下記の
「産業別最低賃金」が適用される人を
除く。）に適用されます。

次の人達には、上記の「埼玉県最低賃
金」が適用されます。

１ １８歳未満又は６５歳以上の者

２ 雇入れ後３月未満の者であって、
技能習得中のもの

３ 手作業による包装、袋詰め、箱詰
め又は運搬の業務に主として従事
する者

４ 清掃又は片付けの業務に主として
従事する者

１ １８歳未満又は６５歳以上の者
２ 雇入れ後３月未満の者であって、

技能習得中のもの
３ 清掃又は片付けの業務に主として

従事する者

埼 玉 県 の 最 低 賃 金
時間額（円）

687
時間額（円）

788

790

802
797
771
801

埼 玉 県 最 低 賃 金

産 業 別 最 低 賃 金

非鉄金属製造業
非鉄金属第１次製錬・精製業、非鉄金属素形材製造業及びそ
の他の非鉄金属製造業を除く。

電気機械器具製造業、情報通信機械器具製造
業、電子部品・デバイス製造業
（医療用計測器製造業（心電計製造業を除く。）を除く。）

輸送用機械器具製造業
産業用運搬車両・同部分品・附属品製造業及びその他の輸送
用機械器具製造業（自転車・同部分品製造業を除く。）を除く。

光学機械器具・レンズ、時計・同部分品製造業

各種商品小売業
（衣・食・住にわたる各種の商品を小売する事業が該当する。）

自動車小売業
（二輪自動車小売業（原動機付自転車を含む。）を除く。）

埼 玉 労 働 局

―
７
―
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埼
玉
県
ア
ピ
ー
ル
の
旅

埼
玉
県
は
産
業
活
性
化
の
た
め
に
、

企
業
誘
致
推
進
室
が
中
心
と
な
っ
て
海

外
企
業
の
誘
致
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
度
、
９
月
６
日
か
ら
１１
日
ま

で
の
日
程
で
、
米
国
中
西
部
会
に
対
し

埼
玉
県
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
訪
問
団
を
送

り
、
小
生
も
そ
の
一
員
と
し
て
同
行
し

ま
し
た
。

米
国
中
西
部
会
は
中
西
部
に
位
置
す

る
９
州
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
五
大
湖
の
南
に
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
と
、
そ
の
東
隣
に
あ
り
埼
玉
県
と

は
姉
妹
都
市
の
関
係
に
あ
る
オ
ハ
イ
オ

州
を
中
心
に
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
団

の
構
成
は
、
県
か
ら
上
田
知
事
を
は
じ

め
と
し
て
県
産
業
労
働
部
の
企
業
誘
致

推
進
室
な
ど
か
ら
７
名
、
産
業
界
か
ら

は
埼
玉
県
の
優
良
企
業
で
あ
る
日
本
伸

管
株
式
会
社
の
細
沼
直
泰
常
務
、
吉
野

電
化
工
業
株
式
会
社
社
長
の
吉
野
寛
治
、

お
よ
び
株
式
会
社
中
川
製
作
所
・
米
国

現
地
法
人
の
一
色
哲
也
社
長
の
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
上
田
知
事
に
と
っ
て

は
中
西
部
会
と
の
会
議
に
は
３
回
目
の

出
席
と
な
り
、
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

中
、
大
変
積
極
的
に
埼
玉
県
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
回
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ハ
イ
オ
州
で
の
技
術
交
流
会

行
程
は
先
ず
、
９
月
６
日
に
シ
カ
ゴ

に
入
り
、
夕
方
早
速
、
在
シ
カ
ゴ
日
本

国
総
領
事
館
の
篠
田
総
領
事
と
の
会
談

を
行
い
、
そ
の
後
、
シ
カ
ゴ
日
本
商
工

会
議
所
会
員
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。
シ
カ
ゴ
市
を
中
心
に
経
済
活
動
を

行
う
日
系
企
業
経
営
者
の
方
々
と
意
見

交
換
が
で
き
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
翌
日
の
９
月
７
日
は
午
前
中
に
シ

カ
ゴ
に
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し

た
。
こ
こ
は
最
も
評
価
の
高
い
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
一
つ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
午
後
は
オ
ハ
イ
オ
州
シ
ン

シ
ナ
テ
ィ
市
へ
移
動
し
、
夕
方
、
オ
ハ

イ
オ
州
の
有
力
企
業
経
営
幹
部
と
懇
談

を
行
い
ま
し
た
。

９
月
８
日
の
午
前
中
に
工
場
視
察
と

し
て
、
ジ
ェ
ム
・
シ
テ
ィ
ー
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ

の
会
社
は
エ
ム
テ
ッ
ク
（
エ
ジ
ソ
ン
・

マ
テ
リ
ア
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
セ
ン

タ
ー
）
の
有
力
会
員
の
ひ
と
つ
で
、
電

機
・
機
械
な
ど
の
組
み
立
て
技
術
を
得

意
と
す
る
研
究
開
発
型
の
企
業
で
す
。

主
な
対
象
事
業
は
自
動
車
、
防
衛
用
設

備
・
装
置
、
医
療
機
器
、
光
学
機
器
な

ど
で
す
。
埼
玉
県
内
の
企
業
と
の
連
携

を
強
く
希
望
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
回
、

知
事
が
埼
玉
県
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
連
携
に
向

け
た
動
き
が
促
進
さ
れ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
工
場
視
察
に
は
別
途
に
米
国

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
・
オ
ハ
イ
オ
州
ビ

ジ
ネ
ス
交
流
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
訪
米

し
て
い
た
グ
ル
ー
プ
も
参
加
し
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
オ
ハ
イ
オ
州
デ
イ
ト
ン
市

に
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
、
昼
食
会
を
兼
ね
て
埼
玉
県
経

済
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
目
的
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
の

米
国
企
業
を
対
象
に
県
内
へ
の
立
地
、

県
内
企
業
と
の
連
携
を
呼
び
か
け
る
こ

と
で
す
。
上
田
知
事
を
は
じ
め
と
す
る

埼
玉
県
か
ら
の
訪
問
団
、
オ
ハ
イ
オ
州

県県
・・
米米
国国
中中
西西
部部
州州
産産
業業
交交
流流
会会

上上
田田
知知
事事
にに
よよ
るる
埼埼
玉玉
県県
ＰＰ
ＲＲ
活活
動動
にに
同同
行行
しし
てて

吉
野
電
化
工
業
株
式
会
社

社
長

吉
野

寛
治

デビット ヘイマン
ネブラスカ州知事に身を乗り出し説明する知事

キャサリーン・セベリウス カンザス州知事と
右から吉野寛治社長、上田清司知事

ボブタフト
オハイオ州知事の書斎にて

経済セミナー プレゼンテーション
吉野寛治社長

― ８ ―



や
米
国
政
府
関
係
者
、
ジ
ェ
ト
ロ
関
係

者
、
埼
玉
県
内
企
業
、
エ
ム
テ
ッ
ク
会

員
企
業
な
ど
多
数
の
関
連
組
織
か
ら
約

１
０
０
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
上
田
知
事
は
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
３０
分
か
け

て
埼
玉
県
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
熱

弁
を
振
る
い
ま
し
た
。
埼
玉
県
に
は
５

本
の
新
幹
線
が
走
り
、
縦
横
に
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
走
り
、
交
通
網
が

大
変
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

近
隣
の
千
葉
県
や
神
奈
川
県
に
負
け
な

い
立
地
条
件
が
あ
り
、
日
本
の
新
し
い

ハ
ブ
と
い
え
る
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

昼
食
の
後
は
講
演
会
場
に
席
を
移
し
、

県
内
企
業
を
代
表
し
て
、
小
生
が
「
技

術
力
を
生
か
し
た
経
営
戦
略
」
と
題
し
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
中
小
企
業
が
生
き

延
び
て
い
く
に
は
、
技
術
力
を
磨
い
て

研
究
開
発
型
の
企
業
に
変
わ
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
の
内
容
で
お
話
し
ま
し

た
。夕

方
は
、
オ
ハ
イ
オ
州
の
タ
フ
ト
知

事
に
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
州
知
事
公
邸
で
行

わ
れ
た
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
オ
ハ

イ
オ
州
の
政
財
界
の
有
力
者
な
ど
約
２

０
０
名
が
集
ま
り
、
上
田
知
事
が
埼
玉

県
の
魅
力
に
つ
い
て
存
分
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
埼
玉
県
は

オ
ハ
イ
オ
州
と
は
姉
妹
都
市
で
あ
り
、

文
化
交
流
を
は
じ
め
関
係
は
進
展
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
訪
問
で
産
業
界
で

の
実
り
あ
る
交
流
が
進
む
と
期
待
さ
れ

る
１
時
間
半
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
し
た
。

そ
の
後
３０
分
に
渡
り
州
知
事
公
邸
に
お

い
て
タ
フ
ト
知
事
を
囲
み
、
上
田
知
事

や
我
々
一
行
は
個
別
の
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
、
さ
ら
な
る
交
流
・
発
展
に
合

意
し
ま
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
で
の

日
米
合
同
会
議

９
月
９
日
は
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ョ
ー

ワ
・
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
イ
テ
ィ
ブ
を
視
察

し
、
そ
の
後
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
へ
移
動
、

夕
方
は
ジ
ェ
ト
ロ
の
渡
辺
理
事
長
と
会

談
し
ま
し
た
。
９
月
１０
日
に
は
茂
木
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
会
長
と
会
談
の
後
、
オ
ハ

イ
オ
州
以
外
の
各
州
知
事
と
の
個
別
会

談
を
行
い
ま
し
た
。

週
明
け
９
月
１１
日
の
午
前
中
に
は
、

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ポ
リ

ス
市
に
お
い
て
、
日
本
・
米
国
中
西
部

会
合
同
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
上
田

知
事
は
約
４
０
０
名
の
出
席
者
を
前
に

来
賓
と
し
て
挨
拶
し
、
埼
玉
県
の
優
位

性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に

来
年
の
中
西
部
会
で
は
是
非
埼
玉
県
に

て
分
科
会
を
開
催
す
る
よ
う
に
提
唱
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
の

ス
ミ
ス
会
長
兼
社
長
や
イ
ー
ラ
イ
リ
リ

ー
の
レ
ッ
ク
ラ
イ
タ
ー
社
長
と
個
別
会

談
を
行
い
、
上
田
知
事
は
改
め
て
埼
玉

の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
そ

の
席
で
、
ス
ミ
ス
社
長
は
「
埼
玉
に
何

か
を
作
れ
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
…
、

で
あ
れ
ば
即
刻
調
査
に
入
り
ま
す
よ
」

と
応
え
ら
れ
る
ほ
ど
親
し
み
を
持
っ
て

い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。

こ
の
日
米
合
同
会
議
に
は
名
だ
た
る

メ
ン
バ
ー
が
多
数
出
席
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
渡
辺
ジ
ェ
ト
ロ
理
事
長
、
茂
木

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
会
長
、
西
室
東
芝
相
談

役
、
野
村
全
日
空
最
高
顧
問
、
新
町
日

本
航
空
会
長
、
ス
ミ
ス

フ
ェ
デ
ッ
ク

ス
社
長
、
レ
ッ
ク
ラ
イ
タ
ー

イ
ー
ラ

イ
リ
リ
ー
社
長
、
ベ
ー
カ
ー
元
駐
日
大

使
、
ア
ー
ミ
テ
ー
ジ
元
米
国
副
国
務
長

官
な
ど
の
方
々
と
親
し
く
お
話
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
日
米
の
個

別
会
談
に
企
業
経
営
者
も
、
す
べ
て
同

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
小
生
も
多
少
の

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

多
少
は
知
事
の
援
護
射
撃
も
で
き
た
も

の
と
思
い
、
大
変
充
実
し
た
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
し
た
。
今
回
の
訪
米
は
、
日
米
両

国
の
政
治
・
経
済
界
首
脳
に
、
埼
玉
県

の
存
在
感
を
非
常
に
強
く
印
象
付
け
る

良
い
機
会
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、（
海

外
と
の
経
済
交
流
の
推
進
に
あ
た
り
）

知
事
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
「
継
続
は

力
な
り
」
と
い
う
こ
と
が
ま
さ
に
裏
打

ち
さ
れ
た
訪
問
で
あ
り
、
埼
玉
県
の
産

業
界
に
と
っ
て
国
際
交
流
を
広
げ
る
良

い
機
会
で
あ
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所
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�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
一
九
七
七
年
、
東
海
デ
イ

リ
ー
と
し
て
志
木
市
で
設
立
。
七

八
年
所
沢
市
に
工
場
を
移
設
し
、

稼
働
開
始
。
九
三
年
に
は
商
号
を

現
社
名
に
変
更
。
九
九
年
に
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
（
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
認
証
取
得

し
、
入
間
郡
三
芳
町
の
物
流
管
理

セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
所
沢
工
場
を

新
設
し
、
所
沢
市
か
ら
移
転
、
稼

働
開
始
。
埼
玉
県
に
は
伊
奈
町
に

も
工
場
が
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
に

は
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
（
店
頭
）
に
上

場
し
て
い
る
。

主
要
製
品
は
メ
ー
カ
ー
機
能

（
自
社
ブ
ラ
ン
ド
品
）
と
し
て
浅

漬
、
キ
ム
チ
な
ど
が
あ
り
、
原
料

は
国
産
野
菜
に
こ
だ
わ
り
、
契
約

栽
培
で
調
達
し
て
い
る
。
そ
の
他

お
で
ん
大
根
や
最
近
で
は
叙
々
苑

キ
ム
チ
が
ヒ
ッ
ト
製
品
で
あ
る
。

商
社
機
能
と
し
て
の
商
品
は
梅

干
、
輸
入
キ
ム
チ
、
そ
の
他
漬
物

類
が
あ
リ
、
こ
れ
ら
の
製
造
・
商

社
の
二
つ
の
機
能
を
あ
わ
せ
た
ベ

ン
ダ
ー
機
能
や
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
直
営
８
工
場
と
物
流
管
理

セ
ン
タ
ー
、
子
会
社
３
社
、
合
弁

会
社
７
社
）
に
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
、

量
販
店
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
に
販
売
し
て
い
る
。
そ
し

て
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０

１
へ
の
と
り
く
み
に
よ
り
新
鮮
で

安
心
、
安
全
な
商
品
を
消
費
者
に

提
供
し
て
い
る
。

漬
物
業
界
は
中
小
企
業
が
多
く

激
戦
と
な
っ
て
い
る
が
、
同
社
は

創
業
二
五
年
で
業
界
ト
ッ
プ
に
立

ち
、
業
界
で
の
シ
ェ
ア
は
連
結
ベ

ー
ス
で
四
％
強
で
あ
る
が
、
一
〇

％
を
目
標
に
し
て
い
る
。

会
社
を
リ
ー
ド
す
る
荻
野
芳
朗

社
長
�
写
真
�
は
「
も
っ
と
シ
ェ

ア
や
売
上
も
伸
ば
し
た
い
が
、
ま

ず
、
会
社
の
姿
勢
と
し
て
、
清
く
、

正
し
く
、
美
し
く
、
そ
し
て
正
直

に
い
き
た
い
、
そ
し
て
い
ず
れ
は

今
の
社
員
が
自
分
の
子
供
を
入
れ

た
い
と
思
う
よ
う
な
会
社
に
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

創
業
以
来
ピ
ッ
ク
ル
ス
は
あ
さ

づ
け
を
中
心
に
、
新
し
い
伝
統
の

味
を
つ
く
り
つ
づ
け
て
い
る
。
現

代
人
の
野
菜
不
足
を
お
ぎ
な
い
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
に
貢

献
し
つ
つ
、
野
菜
の
元
気
と
お
い

し
さ
を
こ
れ
か
ら
も
食
卓
に
お
届

け
し
た
い
、
と
し
て
い
る
。

社長 荻野 芳朗氏

「
能
率
よ
り
も
効
率
を
重
視
」

と
語
る
東
京
イ
ン
キ
�
の
金
子
修

専
務
取
締
役
。「
単
に
量
を
多
く

造
る
能
率
よ
り
も
、
正
し
い
仕
事

を
正
し
い
手
順
で
進
め
、
い
か
に

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
か
が
重

要
」
と
強
調
す
る
。
基
本
は
ト
ヨ

タ
自
動
車
元
副
社
長
の
か
の
大
野

耐
一
氏
が
体
系
化
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｓ

生
産
方
式
」。
仕
事
の
手
順
に
つ

い
て
は
働
く
人
が
分
か
り
や
す
く

理
解
で
き
る
よ
う
な
言
葉
で
正
確

に
伝
え
、
同
じ
時
間
内
に
い
か
に

生
産
性
を
高
め
る
か
、
そ
し
て
在

庫
削
減
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
も
取
得
す
る
こ

と
が
目
標
で
は
な
く
、
こ
れ
を
推

進
す
る
こ
と
で
現
場
の
生
産
性
を

い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
な
ど
な
ど
、

現
場
の
話
に
な
る
と
、
生
産
部
門

の
総
責
任
者
と
し
て
自
ず
と
力
が

入
る
。

イ
ン
キ
業
界
大
手
の
当
社
は
三

月
、
さ
い
た
ま
市
内
の
吉
野
原
工

場
に
十
五
億
円
を
投
じ
、
事
務
棟

を
建
設
、
総
務
部
・
理
財
部
・
情

報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
管
理
部
門
の

部
署
四
十
人
弱
を
、
田
端
の
本
社

か
ら
移
転
し
た
。
四
原
色
の
う
ち

唯
一
「
墨
色
」
の
ラ
イ
ン
が
残
る

本
社
工
場
周
辺
は
住
宅
が
密
集
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
羽
生
工
場

に
集
約
す
る
計
画
だ
が
、「
投
資

効
率
を
考
え
な
が
ら
ど
う
移
転
す

る
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
」
と
言
う
。
つ
い
つ
い

次
の
関
心
事
で
あ
る
本
社
の
移
転

を
期
待
し
て
し
ま
う
が
、「
地
元

北
区
か
ら
は
残
っ
て
ほ
し
い
と
言

う
要
請
は
勿
論
受
け
て
い
る
し
、

約
百
人
い
る
営
業
部
門
は
田
端
に

残
す
こ
と
に
な
る
が
、
将
来
的
に

は
い
ろ
い
ろ
の
考
え
は
あ
る
だ
ろ

う
」
と
嬉
し
い
含
み
を
残
す
。

印
刷
イ
ン
キ
製
法
の
開
発
で
培

っ
た
ケ
ミ
カ
ル
技
術
を
応
用
し
、

各
種
樹
脂
用
に
着
色
剤
・
添
加
剤

を
高
濃
度
に
混
入
し
ペ
レ
ッ
ト
化

し
た
「
マ
ス
タ
ー
バ
ッ
チ
」
は
当

社
の
主
力
製
品
の
一
つ
。
と
り
わ

け
フ
ィ
ル
ム
関
係
で
は
約
七
〇
％

の
シ
ェ
ア
ー
を
誇
る
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
企
業
だ
が
、
原
材
料
の
高
騰
な

ど
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

い
。
価
格
転
嫁
し
た
い
が
、
思
う

よ
う
に
は
い
か
な
い
。「
正
に
サ

ン
ド
イ
ッ
チ
状
態
で
す
ね
」。「
和

を
も
っ
て
尊
し
と
な
す
」
を
社
是

と
す
る
当
社
は
、
リ
ス
ト
ラ
は
し

な
い
な
ど
従
業
員
は
勿
論
、
下
請

け
企
業
に
と
っ
て
も
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
。昨

年
、
期
間
九
年
の
長
期
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
、
産
学
連
携
も
図
り

な
が
ら
、
新
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
で
、
自
社
製
品

開
発
、
受
託
製
造
、
共
同
事
業
、

機
械
販
売
な
ど
を
多
角
的
に
推
進

す
る
。
一
九
二
三
年
創
立
の
永
い

歴
史
と
伝
統
を
誇
り
、
一
見
じ
み

に
見
え
る
当
社
だ
が
、
暮
ら
し
を

彩
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
彩
り
、
そ
し

て
文
化
を
彩
る
総
合
色
彩
化
学
企

業
に
向
け
た
地
道
な
動
向
に
目
が

離
せ
な
い
と
感
じ
た
。

金子修専務取締役

なな話話題題 西西 中中 北北 南南

西
部
�
ピ
ッ
ク
ル
ス

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

国
産
野
菜
を
原
料
に
新
鮮

で
安
全
な
商
品
を
提
供

中
部

東
京
イ
ン
キ
�

管
理
部
門
を
さ
い
た
ま
へ
移
転

本
社
の
工
場
ラ
イ
ン
も
羽
生
へ
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吉
野
原
工
場
内
に
新
築
し
た

本
社
管
理
部
門
事
務
棟

キ
ム
チ
、
白
菜
な
ど
の
主
要
商
品

三
芳
町
の
統
括
事
業
本
部
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�
リ
ケ
ン
の
創
業
は
、
昭
和
二
年
、

当
事
の
「
理
化
学
研
究
所
」
所
長
大

河
内
正
敏
工
学
博
士
に
よ
り
、
同
研

究
所
で
発
明
さ
れ
た
ピ
ス
ト
ン
リ
ン

グ
の
製
造
法
を
事
業
化
し
た
「
理
化

学
興
業
」
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
第

二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
混
乱
を
経
て
、

昭
和
二
十
四
年
、
理
研
柏
崎
ピ
ス
ト

ン
リ
ン
グ
工
業
と
し
て
設
立
再
ス
タ

ー
ト
し
、
リ
ケ
ン
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ

工
業
を
経
て
、
昭
和
五
十
四
年
、
社

名
を
現
在
の
株
式
会
社
リ
ケ
ン
に
改

称
、
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、
世
界
に
そ
の
活
躍

の
場
を
広
げ
て
い
る
。
国
内
の
事
業

所
は
、
新
潟
県
柏
崎
市
と
当
県
熊
谷

市
で
あ
る
が
、
両
国
内
事
業
所
を
マ

ザ
ー
工
場
と
し
、
海
外
の
生
産
拠
点

は
、
ア
ジ
ア
・
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
な
ど
９
箇
所
に
展
開
、
品
質
第

一
を
掲
げ
て
世
界
同
一
品
質
・
同
時

立
ち
上
げ
を
目
指
し
、
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
優
位
性
確
立
を
図
っ
て
い
る
。

熊
谷
事
業
所
は
、
昭
和
十
四
年
に

航
空
機
用
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
専
用
工

場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
熊
谷
工
場
を

起
点
と
し
て
お
り
、
熊
谷
市
内
に
約

四
五
、
〇
〇
〇
坪
の
敷
地
を
有
し
て

い
る
。

リ
ケ
ン
グ
ル
ー
プ
が
経
営
理
念
の

一
つ
に
掲
げ
て
い
る
の
は
「
社
会
貢

献
」
そ
の
一
貫
と
し
て
地
元
小
・
中

学
校
に
図
書
の
寄
贈
を
続
け
て
い
る
。

熊
谷
事
業
所
で
は
、熊
谷
市
内
の
小
・

中
学
校
全
四
十
四
校
に
「
リ
ケ
ン
文

庫
」
を
設
置
、
科
学
図
書
を
毎
年
寄

贈
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
と
の
交

流
を
目
的
に
「
リ
ケ
ン
熊
谷
秋
ま
つ

り
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

熊
谷
事
業
所
の
主
な
製
品
は
、「
コ

マ
印
」
で
知
ら
れ
た
配
管
用
機
材
。

ね
じ
込
み
式
や
ネ
ジ
を
切
ら
ず
に
接

合
で
き
る
メ
カ
ニ
カ
ル
式
が
あ
り
、

鋼
管
・
ス
テ
ン
レ
ス
管
・
塩
ピ
・
ポ

リ
管
等
に
対
応
し
て
い
る
各
種
継
手
。

自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
に
用
い
ら
れ
る

バ
ル
ブ
シ
ー
ト
や
リ
フ
タ
ー
な
ど
自

動
車
部
品
。
そ
の
他
に
も
磁
気
シ
ー

ル
ド
材
の
製
造
や
、
現
代
の
様
々
な

電
子
機
器
か
ら
発
生
す
る
不
要
な
電

磁
波
や
磁
気
を
シ
ー
ル
ド
す
る
技
術

に
よ
り
、
独
創
的
な
シ
ー
ル
ド
製
品

の
開
発
を
進
め
、
電
波
暗
室
や
磁
気

シ
ー
ル
ド
ル
ー
ム
と
し
て
設
計
・
施

工
し
て
い
る
。
ま
た
、
金
属
発
熱
体

や
最
高
使
用
温
度
一
、
八
〇
〇
℃
の

セ
ラ
ミ
ッ
ク
発
熱
体
の
製
造
と
こ
れ

ら
発
熱
体
と
熱
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
技
術

を
活
か
し
た
工
業
炉
や
焼
却
炉
な
ど

の
設
計
施
工
を
手
が
け
ハ
イ
テ
ク
産

業
や
環
境
保
全
な
ど
に
幅
広
く
貢
献

し
て
い
る
。

リ
ケ
ン
と
い
う
と
自
動
車
産
業
機

械
部
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、

こ
の
よ
う
に
多
方
面
に
独
創
性
あ
ふ

れ
る
先
進
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
り
、

つ
ね
に
革
新
的
な
技
術
を
提
供
し
続

け
る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
前
進
し
て
い

る
。五

藤
高
司
熊
谷
事
業
所
長
は
、「
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
下
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

条
件
の
違
う
国
が
、
持
っ
て
い
る
強

み
を
最
大
限
発
揮
し
て
い
か
な
い
と

競
争
に
勝
て
な
い
し
、
生
き
残
っ
て

い
け
な
い
。
日
本
の
強
み
は
働
く
人

の
水
準
。
知
恵
と
工
夫
を
最
大
限
に

発
揮
し
品
質
と
生
産
性
を
上
げ
る
こ

と
が
大
切
」
と
従
業
員
に
語
り
か
け

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
し
て
「
も
の
づ
く
り
の
原
点
は

何
と
言
っ
て
も
基
本
重
視
。」
と
も

語
り
、全
従
業
員
に
基
礎（
ベ
ー
ス
）

の
大
切
さ
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
、

３
Ｓ
３
定
（
定
位
、定
品
、定
量
）
の

必
要
性
と
継
続
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

五藤高司
熊谷事業所長

株
式
会
社
菅
野
製
麺
所
は
昭

和
二
十
四
年
、
創
業
者
故
菅
野

義
広
氏
が
独
学
で
取
得
し
た
製

麺
技
術
を
基
に
創
業
し
た
。
埼

玉
県
と
の
関
わ
り
は
、
昭
和
四

十
五
年
に
吉
川
工
場
を
建
設
、

昭
和
六
十
年
に
は
、
生
産
能
力

日
産
三
十
万
食
の
工
場
に
増
築

し
た
。
ま
た
、
埼
玉
セ
ン
タ
ー
、

埼
玉
支
社
は
吉
川
市
に
あ
り
、

関
連
会
社
の
製
麺
部
門
で
あ
る

菅
野
シ
マ
ダ
ヤ
�
と
グ
ル
ー
プ

の
管
理
部
門
の
菅
野
福
島
商
事

�
も
吉
川
市
に
あ
る
。

そ
の
技
術
と
伝
統
の
製
法
は
、

「
現
在
量
販
店
で
売
ら
れ
て
い

る
ラ
ー
メ
ン
の
原
型
の
ほ
と
ん

ど
が
当
社
に
あ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
」
と
菅
野
善
男

社
長
は
語
る
。
ま
た
、
ラ
ー
メ

ン
に
最
も
合
う
食
感
を
つ
く
る

に
は
、
原
料
の
小
麦
粉
を
真
空

状
態
に
し
て
攪
拌
す
る
と
い
う

製
法
も
他
社
に
先
駆
け
て
始
め
、

そ
し
て
、
カ
リ
ウ
ム
と
ナ
ト
リ

ウ
ム
の
配
合
も
、
当
社
の
も
の

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。

更
に
、
真
に
お
客
様
に
満
足

い
た
だ
け
る
麺
を
提
供
す
る
た

め
に
、
様
々
な
質
の
麺
を
作
る

ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
食
感
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

に
よ
る
食
感
の
把
握
・
評
価
・

製
造
で
「
モ
チ
モ
チ
」「
プ
リ

プ
リ
」「
サ
ク
サ
ク
」「
ボ
キ
ボ

キ
」感
、「
軟
」「
硬
」「
粘
」「
脆
」

感
で
、
あ
ら
ゆ
る
食
感
の
麺
を

製
造
で
き
る
。
例
え
ば
、
喜
多

方
麺
は
「
モ
チ
モ
チ
」
と
「
プ

リ
プ
リ
」
の
間
で
、「
粘
」
が

強
く
、
和
歌
山
麺
は
「
サ
ク
サ

ク
」
よ
り
「
ボ
キ
ボ
キ
」
に
近

く
、「
脆
」
が
強
い
と
い
う
具

合
で
あ
る
。

近
年
、
当
社
は
社
会
情
勢
、

食
環
境
の
変
化
等
々
に
鑑
み
、

「
中
食
」
へ
の
取
組
み
が
不
可

欠
と
考
え
、
中
華
饅
頭
な
ど
の

冷
凍
食
品
、
餃
子
、
シ
ュ
ウ
マ

イ
、
ワ
ン
タ
ン
の
皮
な
ど
の
製

造
・
販
売
を
行
い
、
主
に
業
務

用
中
華
商
材
の
商
社
と
し
て
首

都
圏
を
中
心
に
、
営
業
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
中

華
饅
頭
の
製
造
法
及
び
そ
の
加

工
具
、
製
麺
用
フ
ィ
ー
ダ
ー
受

け
皿
装
置
で
、
特
許
を
取
得
し
、

ま
た
、
菅
野
シ
マ
ダ
ヤ
�
で
は
、

製
麺
用
回
転
切
刃
装
置
の
乗
せ

替
え
装
置
、
製
麺
加
工
装
置
、

水
式
真
空
ポ
ン
プ
の
排
水
回
収

装
置
で
実
用
新
案
を
取
得
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
更

な
る
製
造
技
術
、
品
質
向
上
に

努
め
、
高
速
道
路
売
店
、
量
販

店
な
ど
大
口
の
お
客
様
に
も
支

持
さ
れ
て
い
る
。

最
後
に
「
今
後
と
も
、
創
業

者
の
熱
き
情
熱
を
忘
れ
ず
『
お

客
様
の
喜
び
の
創
造
』
を
目
指

し
た
い
」
と
菅
野
社
長
は
語
っ

た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

北
部
�
リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所

知
恵
と
工
夫
を
最
大
限
に
発
揮

品
質
と
生
産
性
の
向
上
は
か
る

南
部

�
菅
野
製
麺
所

創
業
者
の
熱
き
情
熱
を
忘
れ
ず

お
客
様
の
喜
び
の
創
造
目
指
す
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所 在 地：熊谷市末広４‐１４‐１
電 話：０４８‐５２１‐３５１１
製造品目：鋼管用・ステンレス鋼管用・塩ビ・ポリ管

用のねじ込み式・メカニカル式各種継手及
び配管部品、内燃機関用部品、電熱線及び
工業炉、磁気シールド材・電波暗室

従 業 員：熊谷事業所 ３１０名（所内関係会社出向者
含む）

本 社：�リケン
所 在 地：東京都千代田区九段北１‐１３‐５
代 表 者：代表取締役社長 小泉年永
創 業：昭和２年（１９２７年）
設 立：昭和２４年（１９４９年）
資 本 金：８５億７，３６０万円

リ
ケ
ン
熊
谷
事
業
所
正
門

菅
野
善
男
社
長
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１．薄膜化プロセス
２．金属―ポリマー複合

薄膜の作製
３．磁性薄膜の電子デバ

イスへの応用
４．磁性材料の特性評価

など
柿崎 浩一
（かきざき こういち）
平成４年３月 埼玉大学

工学部電子工学
科卒業

平成６年３月 埼玉大学
大学院理工学研
究科博士前期課
程電子工学専攻
修了

平成６年６月 埼玉大学
大学院理工学研
究科博士後期課
程物質科学専攻
退学

平成６年７月 埼玉大学
工学部機能材料
工学科助手

平成１４年４月 埼玉大学
工学部機能材料
工学科助教授

平成１８年４月 埼玉大学
大学院理工学研
究科物質科学部
門助教授
現在に至る。博
士（学術）（埼玉
大学、平成１３年）

現在、私は主として磁性材料に
関する研究を行っております。“磁

性材料”というと普通は“磁石”を思い浮かべる
と思いますが、これを１�以下の薄い膜にするこ
とによって様々な電子デバイスに応用しようとす
るものです。例えば、パソコンに搭載され、膨大
なディジタルデータを蓄積することのできるハー
ドディスクドライブ（HDD）では、私たちの目
に見えないような小さな小さな磁石をたくさん並
べることで情報を記録しています。ハードディス
クドライブの中にあって情報を記録しておくため
の円板（これを記録媒体と言います）に使われる
磁性材料はなるべく薄い方が良いのですが、薄く
すると今度は磁力が弱まってしまいます。そこで
薄膜の構造をナノスケールでコントロールし、薄
くても磁力の強い記録媒体を実現しようとしてい
ます。また、記録した情報を読み出すためには媒
体上にある微小磁石から出る磁気を的確に検知す
るセンサー（磁気ヘッド）が必要になります。こ
の磁気センサーもまた磁性薄膜をナノスケールで
制御した特別な構造を持たせることにより“磁気
抵抗（MR）効果”という機能が発現し、記録媒
体上に並べられた微小磁石の磁気を検知できるの
です。これらのデバイスを作るに当たって、厚さ

数�～数１０�（１�＝１００００００分の１�）の均質
な薄膜が必要となりますが、当研究室ではスパッ
タリングという、真空中において薄膜にしたい物
質にアルゴンイオンを高速で衝突させることで原
子を叩き出し、基板上に付着させることにより薄
膜を作る方法を採用しています。
また、スパッタリング中に有機物の原料ガスを
導入することでプラズマ重合反応によりポリマー
と金属を複合した新材料の開発も行っております。
この複合材料はポリマーが“つなぎ”の役割を果
たすため柔軟性に富むことから、例えばノートパ
ソコンや携帯電話のフレキシブル基板から輻射さ
れるノイズを抑制したり、RFID（IC タグ）利用
時のノイズ低減、感度向上を目的とした電磁波吸
収体としての応用を考えています。

１．マイクロ波・ミリ波
用平面アンテナの開
発

２．電磁界シミュレーシ
ョン

３．アンテナの測定およ
び特性評価

４．その他の電磁波問題

木村 雄一
（きむら ゆういち）
平８ 東京工大・工・電

気電子卒。
同年 同大学大学院修士

課程入学。
平１３ 同大学院博士課程

了。博士（工学）。
同年 埼玉大学工学部電

気電子システム工
学科助手を経て、

平１８ 同大学院理工学研
究科数理電子情報
部門助教授。

現在、ミリ波平面アンテ
ナに関する研究に従事。

携帯電話の普及に見られるよう
に、電波を利用したシステムやサ

ービスは身近な存在となっています。テレビ・ラ
ジオは言うまでもなく、無線 LANやカーナビの
GPS、ETC等、もはや当たり前の存在として広く
利用されています。また、最近の話題としては物
流の分野におけるRFID タグが注目を集めていま
す。このように、電波は「便利なモノ」として活
躍の場を拡げる一方、技術的に利用しやすい周波
数帯は満杯状態であり、周波数の枯渇が問題とな
っています。この問題の解決策として、これまで
あまり利用されていない準ミリ波～ミリ波帯の周
波数が注目されています。ミリ波デバイス等の技
術の進展により、現在では２６G�帯の加入者無線
系アクセスシステムや７６G�帯の自動車レーダー
が実用化されています。
電波を用いた新しいサービスやビジネスの展開
に伴って、無線通信システムは一層の高度化・多
様化が進んでいます。電波の出入り口となるアン
テナについても、様々なニーズが寄せられていま
す。そこで、当研究室では羽石操教授と共に様々
なタイプの平面アンテナの開発を行っています。
平面アンテナの代表的なものとして、マイクロス

トリップアンテナ（MSA）があります。MSAは
厚さ１�程の誘電体基板を用いて製作され、小形・
薄型・軽量等の特長を有しています。新しいニー
ズに対応すべくMSAの更なる高性能化・高機能
化に取り組んでおります。また、準ミリ波～ミリ
波帯において高利得かつ高能率な平面アンテナと
して、導波管スロットアンテナがあります。導波
管は低損失な給電線路として知られていますが、
加工が容易でないという問題があります。そこで、
ねじ止めによる組み立てが可能となる逆相励振導
波管アンテナの研究を進めています。近年では電
磁界シミュレータの普及により、製品の開発スピ
ードが増してきています。当研究室においても各
種の電磁界シ
ミュレータを
導入し、シミ
ュレーション
および実験の
両面から平面
アンテナの研
究に取り組ん
でいます。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

磁性薄膜を用いた電子デバイスの研究
大学院理工学研究科 物質科学部門 柿崎 浩一 助教授

平面アンテナ
大学院理工学研究科 数理電子情報部門 木村 雄一 助教授

パソコンに使われる各種薄膜デバイス

ミリ波用逆相励振導波管平面アンテナ
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我が国のものづくり産業構造は、劇的にグローバル化の
方向に向かって加速しています。これに伴って海外の生産
現場で必要とされる人材には、必ずといってよいほど英語
力が求められています。
従来、生産現場での技術や技能の指導を職務として海外

へ赴くエンジニアは、通訳等を通じて職務を遂行すること
も多々ありましたが、技術の専門性と高度化に加えて近来
の経済状況による経費削減から、技術・技能指導でもエン
ジニア自らが英語でコミュニケーションを取ることが求め
られています。海外に赴任したものの英語コミュニケーシ
ョンがうまく果たせず、神経的に参ってしまうケースが多
いのも事実です。こうした実情と解決策を科学研究補助金
でのリサーチを含めて、海外で聞き取りやアンケート調査
から明らかにしようとしています。
これまでにアメリカ、オーストラリア、ベトナム、タイ

の現地日系企業で調査を行い、今年からは中国、インド等
での調査も実現したいと考えています。

海外生産現場でのコミュニケーションは、技術・技能指
導ばかりではなく、ミーティング、電子メールでのやり取
り、マニュアル作成、就業時間外での現地従業員とのコミ
ュニケーションが占める比重が多くあります。また、作業
現場では細かな指示、動作、注意点の伝達が重要であり、
ロジスティック部門では、より高度な英語力が必要とされ
ます。このようなコミュニケーションのノウハウはアドホ
ックで、システマティックな形では蓄積されていません。
それゆえ、経験知が全体的な知識として生かされない現状
があります。日本人技術者は言語あるいは態度で相手を褒
めることが下手、というのも調査からわかりました。以心
伝心という気持ちは、異文化では通用しません。伝える技
能のトレーニングが必要です。
私は、２５年前から e‐ラーニングのシステム作りに携っ

ており、英語力の強化方法の知識と経験も持っています。
大学の門を叩いて頂くことで私の経験やノウハウをお伝え
できるのではないか、と考えています。

木造建築物の耐力壁及び接合部（金物）に関する試験研
究、構造部材の耐久性に関する調査研究が専門です。加え
て接合金物、住宅性能表示制度、耐震診断、補強方法など
についても普及、支援を行っています。
最近は、建築物の耐震偽装がクローズアップし、耐震設

計、施工、販売などについて刑事事件に発展していますが、
これは建築士の技能、建築確認制度の問題が露呈したもの
です。耐震問題の抜本的な見直しは、平成７年の兵庫県南
部地震が契機になっています。これにより建築基準法の施
行令、告示面がこれまで以上にキメ細かくなりました。木
造建築の骨組みは、柱と梁が中心で、これに筋かいや構造
用合板等の耐力壁を設け、接合部は金物等で補強するわけ
ですが、この建設の過程で従来は、弾力的に認められてい
た施工者の経験則が告示により規制強化になったわけです。
また最近は、各地で地震が多発し、この対策の一環として
建築関係者は、耐力壁及び接合金物を含め建築部材、工法
についてこれまで以上に積極的な研究開発を進めています。

例えば耐力壁の新製品は、それぞれ強度規定、性能規定が
あり、第三者的な評価機関を経て最終的に国土交通省に性
能内容を提出し、倍率の認定を取得するわけですが、企業
によっては強度測定のための試験設備を持っていないとこ
ろもあります。本学はこの試験設備を保有しており、ご希
望があれば強度実験の面でお手伝いできると考えています。
部材そのもの、金物そのものの強度とそれぞれの組み合わ
せによる強度実験が可能です。大企業の場合はこうした試
験設備を持っていますが、設備のない企業も多く、建設関
係企業と大学とのコラボレーションが可能です。
また昨年より、神輿製作にCAD･CAMを活用する研究

を行っています。すでに行田市と鴻巣市における神社と神
輿の分布状態の調査及び実測を実施、神輿全体の寸法、形
状のデータをCAD化しました。神輿造り技能のデジタル
化ともいえるわけで、この点についても関係先とのコラボ
が可能だと思っています。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回回回

海外生産現場で望まれる英語力のスキルアップ
製造技能工芸学科 山 崎 敦 子 助教授

山崎敦子（やまざきあつこ）助教授 モントレー国際大で教育学修士、メリーランド大で工学修士、理工学系の英語教育、コン
ピュータと教育、行動シミュレーション。著者：コンパクト科学技術英語辞典、ESP の理論と実践など。大学英語教育学会、人
工知能学会、他。（連絡先：０４８‐５６４‐３８２３／atsuko@iot.ac.jp）

建築部材などの強度測定でコラボの可能性
建設技能工芸学科 小 野 泰 助教授

小野 泰（おのやすし）助教授、工学修士、関東学院大学大学院工学研究科建築学専攻。�日本住宅・木材技術センターを経て
２００３年４月ものつくり大学講師、現在助教授。日本建築学会、NPO木の建築フォーラム、住環境価値向上事業協同組合などに
所属。（連絡先：０４８‐５６４‐３８５５／y_ono@iot.ac.jp）
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本
県
に
約
四
○
万

人
い
る
団
塊
の
世
代

の
方
々
が
、
今
後
定

年
の
時
期
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
世
代
の
持
つ
技
能

が
若
い
世
代
に
円
滑

に
継
承
さ
れ
な
い
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
指
導

す
る
人
材
の
不
足
な

ど
を
理
由
に
技
能
の

向
上
な
ど
に
苦
労
し

て
い
る
と
の
企
業
の

皆
様
の
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
埼
玉
県

で
は
、
団
塊
の
世
代

の
人
々
の
大
量
退
職

に
よ
る
二
○
○
七
年

問
題
へ
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
今

年
度
、
埼
玉
県
匠
人
財
バ
ン
ク
を
設
置

し
ま
し
た
。

製
造
現
場
で
培
っ
て
き
た
技
能
を
有

す
る
高
度
熟
練
技
能
者
や
一
級
技
能
士

が
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

機
械
加
工
や
鋳
造
、
機
械
仕
上
げ
、
建

築
大
工
、
木
型
な
ど
様
々

な
職
種
の
方
の
登
録
が
進

ん
で
い
ま
す
。

県
は
、
企
業
の
皆
様
の

相
談
内
容
を
伺
い
、
達
人

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援

し
ま
す
。
技
能
継
承
に
限

ら
ず
、
従
業
員
の
技
能
検
定
対
策
、
技

術
上
の
問
題
の
解
消
な
ど
に
活
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
、
ど
う
い
っ
た
技

術
を
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で
指
導
し
て
ほ
し

い
の
か
な
ど
、
達
人
と
事
前
に
よ
く
話

し
合
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
こ
の
事
業

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

企
業
の
皆
様
に
は
、
達
人
に
対
す
る

謝
礼
の
一
部
と
指
導
に
必
要
な
材
料
費

な
ど
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
教
育
訓
練
に

要
す
る
費
用
の
一
定
割
合
を
法
人
税
・

所
得
税
か
ら
税
額
控
除
す
る
「
人
材
投

資
促
進
税
制
」
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
典
も
あ
り
ま
す
の
で
、

技
能
継
承
や
指
導
者
不
足
な
ど
で
お
困

り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に
御
相
談

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
雇
用
の
紹
介

や
斡
旋
で
は
な
く
、
指
導
支
援
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

埼
玉
県
で
は
、
障
害
者
の
雇
用
を
進

め
る
た
め
、
障
害
者
を
対
象
と
す
る
職

業
訓
練
の
委
託
先
企
業
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
障
害
者
の
雇
用
を
検
討
し
て
い

る
企
業
の
皆
様
、
雇
用
の
前
に
障
害
者

委
託
訓
練
を
実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

障
害
者
委
託
訓
練
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

�
法
定
雇
用
率
ク
リ
ア
の
第
一
歩
で
す
。

�
訓
練
期
間
中
に
訓
練
生
の
個
性
・
適

性
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

�
障
害
者
雇
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
わ
か
り

ま
す
。

１

障
害
者
委
託
訓
練
と
は

こ
の
訓
練
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進

法
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
公
共
職
業
訓

練
で
、
障
害
者
の
就
職
を
促
進
す
る
た

め
、
埼
玉
県
が
地
域
の
企
業
や
社
会
福

祉
法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
訓
練
を
委

託
し
て
、
就
職
に
必
要
な
知
識
・
技
能

や
実
践
的
な
作
業
能
力
の
育
成
を
図
る

も
の
で
す
。

２

実
施
訓
練
内
容

現
在
、
実
施
し
て
い
る
訓
練
は
、
企

業
等
で
の
作
業
実
習
訓
練
と
し
て
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
清
掃
、
検
品
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
企
業
に
伺
い
、
障

害
者
雇
用
へ
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

ま
す
。

３

申
込
資
格

資
格
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
社
会
福
祉
法
人

な
ど
様
々
な
団
体
が
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

４

費
用
負
担

埼
玉
県
か
ら
一
人
あ
た
り
月
６
万
円

以
内
の
委
託
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
ず
は
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
に

御
連
絡
く
だ
さ
い
。
訓
練
の
実
施
に
向

け
て
一
緒
に
考
え
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉
埼
玉
県
立
職
業
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
４
８
―
６
５
１

―
３
１
２
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８
―
６
５

１
―
３
１
１
４
）

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/

A
07/B
C
30

景
気
回
復
は
喜
ば
し
い
が
、
こ
う
し

た
時
こ
そ
油
断
は
禁
物
で
、
足
元
を
堅

固
に
す
る
こ
と
が
肝
要
。

二
〇
〇
七
年
問
題
で
技
術
・
技
能
者

の
大
量
退
職
が
現
実
と
な
る
中
、
県
は

産
業
界
を
支
援
す
る
た
め
「
埼
玉
県
人

財
バ
ン
ク
」
を
今
度
設
立
し
た
。
バ
ン

ク
に
は
機
械
加
工
や
鋳
造
、
機
械
仕
上

げ
な
ど
製
造
現
場
に
精
通
す
る
人
材
の

登
録
が
進
ん
で
お
り
、
一
度
活
用
し
て

み
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

彩
の
国
か
ら
第第３３２２回回

県
政
情
報

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

「「
障障
害害
者者
のの
たた
めめ
のの
職職
業業
訓訓
練練
」」
にに
協協
力力

いい
たた
だだ
けけ
るる
企企
業業
・・
団団
体体
をを
募募
集集
��

「「達達人人のの技技」」をを若若いい世世代代へへ
～埼玉県匠人財バンクを設置～

訓練生

障害者
身体障害者
知的障害者
精神障害者

※訓練生は訓練に参加しているので、訓練期間中は賃金を支払う必要はあ
りません。

訓練参加
※

委託先

企業、
社会福祉法人、
NPO法人等

契約

委託元

埼玉県立職業能力
開発センター

障害者委託訓練の仕組み
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平
成
十
八
年
度
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

成
果
報
告
会
を
十
月
二
十
日
�
午
後
、

埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
の
三
都
県
経
営

者
協
会
共
催
で
開
催
し
た
。
会
場
と
な

っ
た
ア
ー
バ
ン
ネ
ッ
ト
大
手
町
ビ
ル
会

議
室
に
は
当
日
百
五
十
四
名
が
参
集
し
、

ほ
ぼ
満
席
の
状
態
と
な
り
、
埼
玉
か
ら

も
会
員
企
業
、
大
学
関
係
者
な
ど
約
三

十
名
が
参
加
し
た
。

三
都
県
共
催
と
い
う
成
果
報
告
会
は

今
年
初
め
て
の
試
み
で
、
次
代
を
担
う

人
材
を
産
学
協
同
で
育
成
す
る
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
の
啓
発
と
、
受
入
企

業
や
大
学
関
係
者
に
よ
る
活
動
報
告
、

参
加
学
生
の
体
験
発
表
を
通
じ
て
、
今

夏
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
評
価
す
る
と

と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
望
ま
し
い
活
動

に
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
考
え
る
こ
と

が
目
的
で
開
催
さ
れ
た
。

会
は
東
京
経
営
者
協
会
副
会
長
で
も

あ
る
谷
哲
二
郎
東
日
本
旅
客
鉄
道
�
代

表
取
締
役
副
社
長
が
開
会
挨
拶
を
行
い

「
企
業
が
受
入
表
明
し
て
も
学
生
の
応

募
が
無
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
、
マ
ッ

チ
ン
グ
率
の
向
上
努
力
が
必
要
」
と
指

摘
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
状
況
を
説
明
し
た
。

続
い
て
、
焼
山
正
信
東
京
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
安
定
課
長
が
来
賓
挨
拶
、

そ
し
て
三
都
県
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
紹
介
し
た
後
、
成
果
報
告
へ
と
進
行

し
た
。

企
業
報
告
の
部
で
埼
玉
か
ら
は
�
埼

玉
り
そ
な
銀
行
が
報
告
し
、
公
共
法
人

部
統
括
次
長
の
瀬
川
靖
生
氏
が
発
表
し

た
。
報
告
は
、
埼
玉
り
そ
な
銀
行
が
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、

人
材
育
成
と
し
て
実
施
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
取
組
み
と
実
施
概

要
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
考
え
方
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
紹
介
し
、
今
夏
受
け
入

れ
た
十
二
名
の
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
を
披
露
し
た
。
全
十
一

項
目
の
質
問
の
中
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
へ
の
参
加
理
由
と
し
て
は
、「
働

く
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
体

験
し
、
就
職
活
動
全
般
に
役
立
て
た

い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
参
加
し
て
か
ら
の
感
想
で

は
、「
企
業
に
働
く
方
の
生
の
声
が
聞

け
、
自
分
の
視
野
が
広
が
っ
た
」
な
ど

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
瀬
川
次
長
は
、

「
次
年
度
以
降
も
同
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
よ
り
良
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
き
た
い
」

と
語
っ
た
。

成
果
報
告
は
、
企
業
報
告
三
社
、
大

学
報
告
一
校
、
学
生
報
告
三
名
が
行
い
、

今
夏
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
体

験
談
を
中
心
に
発
表
し
た
。
報
告
後
、

会
に
参
加
し
て
い
た
本
会
副
会
長
で
も

あ
る
栗
原
�
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
�
特
別

顧
問
が
代
表
し
て
、「
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
が
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
い
う
言
葉
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
。
企
業
へ
の
入
社
に

際
し
大
切
だ
と
も
思
う
し
、
学
生
の
大

半
が
参
加
で
き
る
な
ら
ニ
ー
ト
、
フ
リ

ー
タ
ー
も
減
少
す
る
と
思
う
。
本
日
の

発
表
は
良
か
っ
た
。
企
業
、
大
学
、
学

生
も
そ
れ
ぞ
れ
問
題
意
識
を
持
っ
て
参

加
し
て
い
る
と
感
じ
た
」
と
の
感
想
を

述
べ
た
。

最
後
に
、
大
久
保
力
東
京
経
営
者
協

会
専
務
理
事
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
閉

会
し
た
。

成
果
報
告
者
（
報
告
順
）

〔
企
業
〕

�
日
産
自
動
車
工
業
�
横
浜
工
場

工
務
部
生
産
課
主
担

丸
山
幸
一

氏

�
�
ア
レ
ッ
ク
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア油

田
泰
彰

氏

�
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
統
括
次
長瀬

川
靖
生

氏

〔
大
学
〕

�
嘉
悦
大
学

経
営
経
済
学
部
助
教
授戒

野
淑
子

氏

〔
学
生
〕

�
目
白
大
学

人
文
学
部
言
語
文
化
学

科

阿
部
哲
也

氏

�
東
京
理
科
大
学

理
工
学
部
機
械
工

学
科

星
野
宏
樹

氏

�
麻
布
大
学

獣
医
学
部
動
物
応
用
科

学
科

島
野
樹
里

氏

埼埼
玉玉
なな
どど
三三
都都
県県
経経
協協
がが
初初
共共
催催

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
報
告
会

ほぼ満席の会場

谷哲二郎東京経営者協会副会長挨拶

栗原�本会副会長が感想を述べる

�埼玉りそな銀行
瀬川靖生氏の報告

学生の成果報告者

大学の成果報告者

学生の成果報告者
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今
年
で
開
講
満
三
二
周
年
、
第
四
二
期

を
迎
え
た
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
一
一
月

ま
で
に
第
一
〜
第
四
講
が
終
了
し
、
事
務

局
で
は
第
六
講
以
降
の
個
別
講
ご
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

第
一
講
は
一
〇
月
一
三
日
�
午
前
「
一

般
労
働
条
件
管
理
に
あ
た
っ
て
の
問
題
点

と
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
埼
玉
労
働

局
労
働
基
準
部
監
督
課
長
・
�
谷
真
治
氏

よ
り
、
午
後
は
採
用
前
後
ま
で
の
人
事
労

務
諸
問
題
を
「
多
様
な
雇
用
の
時
代
の
労

働
契
約
と
社
員
の
誠
実
義
務
、守
秘
義
務
、

個
人
情
報
、内
部
告
発
な
ど
の
基
本
的
法

実
務
」と
題
し
、弁
護
士
・
安
西
�
氏
に
解

説
頂
い
た
。

以
降
第
二
講
は「
出
張
・
配
転
・
転
勤
・

出
向
・
転
籍
な
ど
企
業
内
・
企
業
間
人
事

異
動
と
退
職
・
解
雇
・
懲
戒
な
ど
の
人
事

を
め
ぐ
る
実
務
と
法
律
問
題
」
を
一
〇
月

一
九
日
�
に
弁
護
士
・
渡
邊
岳
氏
に
、
第

三
講
は
「
最
近
の
女
性
労
働
（
男
女
雇
用

均
等
、
セ
ク
ハ
ラ
、
育
児
・
介
護
、
派
遣
、

次
世
代
法
を
含
め
て
）、
パ
ー
ト
な
ど
を

め
ぐ
る
実
務
と
法
律
問
題
」
を
一
〇
月
三

〇
日
�
に
弁
護
士
・
木
下
潮
音
氏
に
、
第

四
講
は
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
や
演
習
問
題

を
中
心
と
し
た
事
例
研
究
を
交
流
形
式
で

「
こ
ん
な
場
合
ど
う
す
る
か
、
社
員
の
日

常
管
理
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
対
策
、
就

業
規
則
の
適
用
・
ゼ
ミ
《
事
例
研
究
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
》」を
一
一
月
一
六
日
�
に
弁
護

士
・
安
西
�
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
ご
講
義
頂
き
、

第
五
講
は
「
労
働
安
全
衛
生
と
労
働
災
害
、

職
業
病
、
過
労
死
、
過
労
自
殺
等
を
め
ぐ

る
実
務
と
法
律
問
題
」
を
一
二
月
五
日
�

に
弁
護
士
・
外
井
浩
志
氏
に
ご
講
義
頂
い
た
。

第
六
講
以
降
の
予
定

第
六
講
「
労
働
時
間
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
、
外
勤
・
出
張
、
裁
量
労
働
、
休
憩
、

休
日
、
休
暇
、
三
六
協
定
、
割
増
賃
金
な
ど

の
実
務
と
法
律
問
題
」
一
二
月
二
一
日
�

一
〇
時
〜
弁
護
士
・
岩
本
充
史
氏
。

第
七
講「
問
題
社
員
の
懲
戒
・
賃
下
げ
・

降
格
・
配
転
・
転
勤
・
解
雇
な
ど
を
め
ぐ

る
実
務
と
法
律
問
題
」
一
月
一
〇
日
�
一

三
時
一
〇
分
〜
弁
護
士
・
石
嵜
信
憲
氏
。

第
八
講
「
労
働
組
合
活
動
の
変
化
と
対

応
に
つ
い
て
」
一
月
二
三
日
�
一
三
時
一

〇
分
〜
弁
護
士
・
岡
芹
健
夫
氏
。

＊
会
員
の
参
加
会
費
は
一
三
〇
〇
〇
円

（
第
六
講
は
一
七
〇
〇
〇
円
）。
会
場
は

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
９
階
会
議
室
。
ご

参
加
の
お
申
し
込
み
は
経
協
事
務
局
（
�

〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇
）
ま
で
。

全
講
及
び
準
全
講
ご
参
加
企
業
名
・

ご
氏
名
（
敬
称
略
・
準
不
同
）

埼
玉
ゴ
ム
工
業
・
関
根
三
弘
、
サ
ミ
ー
・

高
橋
弘
典
・
渡
邉
幹
、
サ
ン
ケ
ン
電
気
・

大
原
克
美
、
新
日
本
無
線
・
水
野
健
治
、

中
興
電
機
・
岡
田
義
文
、
ツ
ツ
ミ
・
安
井

雅
邦
、
日
本
地
工
・
中
澤
正
宣
、
ビ
ー
ジ

ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
石
川
孝
臣
、
武

州
ガ
ス
・
飯
塚
薫
、
興
電
舎
・
鈴
木
雄
三
、

ジ
ェ
コ
ー
・
岸
靖
裕
、
イ
カ
イ

第
一
講

�
谷
真
治
講
師

第
一
講

安
西
�
講
師

第
二
講

渡
邊
岳
講
師

第
三
講

木
下
潮
音
講
師

近
時
、
よ
く
過
労
死
・
過
労
自
殺
と
い
わ

れ
る
が
、
最
近
は
「
過
労
」
で
は
な
い
精
神

障
害
（
う
つ
病
等
）
に
よ
る
自
殺
に
つ
い
て

も
労
災
保
険
法
上
の
業
務
上
と
す
る
判
例
が

あ
ら
わ
れ
、
労
災
の
対
象
と
な
る
自
殺
の
範

囲
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、「
う
つ
病
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
は
い
ま
だ
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な

い
け
れ
ど
も
、
現
在
の
医
学
的
知
見
に
よ
れ

ば
、
環
境
由
来
の
ス
ト
レ
ス
（
業
務
上
な
い

し
業
務
以
外
の
心
身
的
負
荷
）
と
個
体
側
の

反
応
性
、
脆
弱
性
（
個
体
側
の
要
因
）
と
の

関
係
で
精
神
破
綻
が
生
じ
る
か
ど
う
か
が
決

ま
り
、
ス
ト
レ
ス
が
非
常

に
強
け
れ
ば
個
体
側
の
脆

弱
性
が
小
さ
く
て
も
精
神

障
害
が
起
こ
る
し
、
逆
に

脆
弱
性
が
大
き
け
れ
ば
ス

ト
レ
ス
が
小
さ
く
て
も
破

綻
が
生
ず
る
と
す
る
『
ス

ト
レ
ス
―
脆
弱
性
』
理
論

が
合
理
的
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
」
と
の
考
え
方
（
平
一
五
・
七
・
八

名
古
屋
高
裁
判
決
ほ
か
多
数
）
を
と
る
こ
と

に
由
来
す
る
。

こ
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
う
つ
病
親
和
性
の

あ
る
精
神
疾
患
に
弱
い
労
働
者
に
つ
い
て
は

小
さ
な
ス
ト
レ
ス
で
も
発
症
す
る
が
、
そ
れ

が
業
務
自
体
の
心
理
的
負
荷
や
職
場
の
上

司
・
人
間
関
係
に
よ
る
業
務
関
連
の
ス
ト
レ

ス
な
ら
労
災
に
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
労
災
補
償
制
度
の

適
法
・
公
正
な
運
用
の
た
め
に
は
業
務
上
の

ス
ト
レ
ス
（
心
理
的
過
重
負
荷
）
と
の
相
当

因
果
関
係
が
大
事
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、

個
人
的
ス
ト
レ
ス
脆
弱
性
に
起
因
し
た
も
の

が
労
災
に
な
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、「
社

会
通
念
上
、
当
該
精
神
疾
患
を
発
症
さ
せ
る

一
定
以
上
の
危
険
性
」
の
あ
る
過
重
な
心
理

的
負
荷
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
厚
労
省
の
認
定
基
準
は
、「
同

種
労
働
者
（
職
種
、
職
場
に
お
け
る
立
場
や

経
験
等
が
類
似
す
る
労
働
者
）」に
と
っ
て
も

精
神
障
害
を
発
症
す
る
よ
う
な
過
重
負
荷
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、

最
近
の
判
例
は
同
種
労
働
者
と
は
、
当
該
労

働
者
に
「
類
似
す
る
者
で
、
業
務
の
軽
減
措

置
を
受
け
る
こ
と
な
く
日
常
業
務
を
遂
行
で

き
る
健
康
状
態
に
あ
る
者
）
の
中
で
そ
の
性

格
傾
向
が
最
も
脆
弱
で
あ
る
者
（
た
だ
し
、

同
種
労
働
者
の
性
格
傾
向
の
多
様
さ
と
し
て

通
常
想
定
さ
れ
る
範
囲
内
の
者
）
を
基
準
と

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」（
前
掲
判
決
他
多

数
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
本
人

の
う
つ
病
親
和
的
な
性
格
傾
向
が
業
務
上
の

ス
ト
レ
ス
と
相
乗
的
に
影
響
し
あ
っ
て
発
症

し
た
も
の
で
も
、
業
務
と
う
つ
病
発
症
と
の

間
に
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
行

政
上
は
「
業
務
外
」
と
認
定
さ
れ
た
精
神
障

害
に
よ
る
自
殺
で
も
、
行
政
訴
訟
と
し
て
裁

判
で
争
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

本
人
基
準
と
で
も
い
え
る
よ
う
に
、
う
つ
病

に
よ
る
自
殺
の
労
災
の
範
囲
は
拡
大
し
、
労

災
と
認
め
ら
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
一
般
の
健
常
な
労
働
者
に
と
っ
て

は
発
症
し
な
い
よ
う
な
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
て

も
、
脆
弱
性
傾
向
の
高
い
労
働
者
に
と
っ
て

は
過
重
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
そ
れ
が
業
務

に
起
因
す
る
と
き
は
、
業
務
上
疾
病
と
な
っ

て
し
ま
う
と
い
う
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
今
日
の
判
例
の
動
向
か
ら
い
え

ば
、
そ
の
原
因
が
う
つ
病
に
よ
る
と
認
め
ら

れ
な
い
業
務
上
の
責
任
を
自
殺
で
詫
び
る
と

い
っ
た
場
合
や
問
題
か
ら
逃
避
す
る
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
、
不
正
発
覚
を
お
そ
れ
た
覚
悟
の

自
殺
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
も
な
い
限
り
、
私

生
活
分
野
で
の
精
神
障
害
を
発
症
す
る
よ
う

な
出
来
事
等
の
原
因
が
立
証
で
き
な
い
と
き

は
、
裁
判
で
争
え
ば
労
災
と
な
る
可
能
性
が

大
き
い
と
い
う
時
代
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

開
講
満
３２
周
年
を
迎
え
た
第
４２
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

来
年
一
月
ま
で
全
八
講
開
催

第
六
講
以
降
の
参
加
者
を
募
集

ス
ト
レ
ス
脆
弱
性
論

―
自
殺
の
業
務
上
の
拡
大

弁
護
士

安
西

�
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男女雇用機会均等法

１ 性別による差別禁止の範囲の拡大

１ 男性に対する差別も禁止されます
女性に対する差別の禁止が男女双方に対する差別の

禁止に拡大され、男性も均等法に基づく調停など個別
紛争の解決援助が利用できるようになります

２ 禁止される差別が追加、明確化されます
・募集・採用、配置・昇進・教育訓練、福利厚生、定
年・解雇に加えて降格、職種変更、パートへの変更な
どの雇用形態の変更、退職勧奨、雇止めについても、
性別を理由とした差別は禁止されます
・配置については、同じ役職や部門への配置であって
も権限や業務配分に差がある場合異なった配置となり、
性別を理由とした差別は禁止されます

３ 間接差別が禁止されます
外見上は性中立的な要件でも、省令で定める一定の

要件については、業務遂行上の必要などの合理性がな
い場合には間接差別として禁止されます。

※省令は今後定められますが以下のような内容が想定さ
れます
�募集・採用に当たり、一定の身長、体重又は体力を
要件とすること

�コース別雇用管理制度における総合職の募集・採用
に当たり、全国転勤を要件とすること

�昇進に当たり転勤経験を要件とすること

２ 妊娠・出産等を理由とする不利益取扱いの禁止
１ 妊娠・出産・産前産後休業の取得を理由とする解雇
に加え、省令で定める理由による解雇その他不利益取
扱いも禁止されます
※省令、不利益取扱いの具体的内容については今後定
められますが以下のような内容が想定されます
省令の内容―労働基準法の母性保護措置や均等

法の母性健康管理措置を受けたこ
となど

不利益取扱い―退職勧奨、雇止め、パートへの変
更など

２ 妊娠中や産後１年以内に解雇された場合、事業主が
妊娠・出産・産前産後休業の取得その他の省令で定め
る理由による解雇でないことを証明しない限り、解雇
は無効となります

３ セクシュアルハラスメント対策
職場でのセクシュアルハラスメント対策については、

これまでも配慮が求められてきたところですが、男性に
対するセクシュアルハラスメントも含めた対策を講じる
ことが義務となります
対策が講じられず是正指導にも応じない場合企業名公

表の対象となるとともに、紛争が生じた場合、男女とも
調停など個別紛争解決援助の申出を行うことができるよ
うになります

（注）この規定は派遣先の事業主にも適用されます

４ 母性健康管理措置
事業主は妊産婦が保健指導又は健康診査を受けるため

に必要な時間を確保するとともに、妊産婦が保健指導又
は健康診査に基づく指導事項を守ることができるように
するための措置（時差通勤、休憩回数の増加、勤務時間
の短縮、休業等）を講ずることが義務となっています
こうした措置が講じられず是正指導にも応じない場合

企業名公表の対象となるとともに、紛争が生じた場合、
調停など個別紛争解決援助の申出を行うことができるよ
うになります

５ ポジティブ・アクションの推進
ポジティブ・アクション（男女間の格差解消のための

積極的取組）に取り組む事業主が実施状況を公開するに
当たり、国の援助を受けることができます

６ 過料の創設
厚生労働大臣（都道府県労働局長）が事業主に対し、

男女均等取扱いなど均等法に関する事項について報告を
求めたにもかかわらず、事業主が報告をしない、又は虚
偽の報告をした場合は過料に処せられます

労働基準法
女性の坑内労働の規制緩和
女性の坑内労働について、女性技術者が管理・監督業

務を行えるように規制が緩和されます

施行期日
平成１９年４月１日
※改正均等法に基づく省令や指針は今後定められます

☆改正男女雇用機会均等法等のお問い合せ
☆職場での男女均等取扱い、セクシュアルハラスメント、母性健康管理、育児・介護休業法、パートタイム労働法
についてのご相談、困りごとは…

お気軽に埼玉労働局雇用均等室（電話０４８‐６００‐６２１０）へ

男男女女雇雇用用機機会会均均等等法法がが変変わわりりまますす��
平平成成1199年年 44月月 11日日ススタターートト

職場に働く人が性別により差別されることなく、また、働く女性が母性を尊重されつつ、その能力を
十分発揮することができる雇用環境を整備するため、性別による差別禁止の範囲の拡大、妊娠等を理由
とする不利益取扱いの禁止等を定めた改正男女雇用機会均等法がスタートします。

改正のポイント１
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会会
員員
経経
営営
事事
例例
をを
全全
員員
でで
議議
論論

青
年
部
会

９
月
例
会

趣
向
変
え
て
経
営
研
究
会

青
年
経
営
者
部
会
の
十
月
例
会
が
十

月
二
十
五
日
�
午
後
、
中
央
デ
パ
ー
ト
、

徳
樹
庵
に
お
い
て
十
六
名
が
参
加
し
、

講
演
会
と
懇
談
会
の
二
部
構
成
に
よ
り

開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
の
講
演
は
「
親
会
社
の
倒
産

を
乗
越
え
て
日
本
一
に
な
る
ま
で
」
と

題
し
�
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
取
締

役
橋
本
正
彦
氏
に
よ
り
行
わ
れ
、
平
沼

大
二
郎
副
部
会
長（
サ
イ
ホ
ー
・
社
長
）

の
司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。

最
初
に
中
込
秀
明
部
会
長
（
富
士
電

子
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、

司
会
に
よ
り
講
師
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

橋
本
氏
は
昭
和
十
四
年
、
朝
霞
市
生

ま
れ
。
立
教
大
学
在
学
中
は
、
陸
上
競

技
の
選
手
と
し
て
活
躍
し
、
箱
根
駅
伝

に
は
四
年
連
続
出
場
し
た
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
で
あ
る
。
昭
和
三
十
九
年
学
生
時
代

の
経
験
を
生
か
し
�
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ

を
朝
霞
市
に
設
立
し
、
平
成
元
年
�
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
と
合
併
し
平
成

三
年
店
頭
公
開
企
業
と
な
る
。
そ
し
て
、

全
国
チ
ェ
ー
ン
展
開
に
参
画
す
る
が
、

平
成
八
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
倒

産
に
よ
り
、
分
離
独
立
し
経
営
再
建
に

取
組
む
。
九
死
に
一
生
を
得
た
経
験
を

生
か
し
て
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
ー
経
営

を
百
八
十
度
転
換
し
、
逆
転
の
発
想
で
、

超
専
門
店
経
営
に
取
組
み
、
昨
今
の
低

成
長
化
に
も
関
わ
ら
ず
、
急
成
長
を
続

け
、
今
ス
ポ
ー
ツ
業
界
で
注
目
さ
れ
て

い
る
。

講
演
で
は
、
困
難
に
対
し
て
は
、
明

る
い
将
来
を
語
り
、
必
ず
会
社
を
良
く

す
る
と
の
信
念
を
持
ち
、
常
に
前
向
き

で
、
明
る
く
、
プ
ラ
ス
思
考
が
重
要
で

あ
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、
商
売
で
は
、

目
的
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、
基

本
の
徹
底
が
大
切
と
し
た
。
最
後
に
会

社
は
経
営
者
の
考
え
一
つ
で
全
て
変
わ

る
の
で
経
営
者
の
自
覚
の
大
切
さ
を
論

じ
た
。
そ
の
後
、
松
本
伸
一
郎
幹
事（
松

本
商
会
・
社
長
）
か
ら
謝
辞
が
あ
り
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
談
会
は
、
染
谷
庄
一
郎

特
別
会
員
（
河
村
屋
・
社
長
）
の
挨
拶

と
乾
杯
で
始
ま
り
、
橋
本
社
長
を
囲
ん

で
質
疑
応
答
、
懇
談
が
和
気
藹
々
と
続

き
、
藤
本
孝
雄
幹
事（
フ
ジ
オ
ッ
ク
ス
・

社
長
）の
閉
会
挨
拶
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
の
九
月
例
会
が
九

月
二
十
六
日
�
午
後
、
狭
山
モ
ー
タ
ー

ス
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
十
五
名
が
参
加

し
開
催
さ
れ
た
。

通
常
の
例
会
で
は
経
営
者
の
成
功
体

験
や
、
飛
躍
す
る
事
業
分
野
な
ど
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
企
画
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
今
回
は
青
年
経
営
者
部
会
の
活
性

化
の
一
環
で
「
経
営
研
究
会
」
と
し
て
、

当
会
会
員
の
経
営
の
具
体
的
事
例
を
聞

き
、
経
営
者
共
通
の
課
題
を
会
員
間
で

議
論
し
、
解
決
す
る
例
会
と
し
て
開
催

さ
れ
た
�
写
真
�
。

第
一
回
は
狭
山
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

株
式
会
社
を
訪
問
し
、
施
設
を
見
学
後
、

町
田

渉
社
長
の
経
営
課
題
、
経
営
方

針
等
を
お
話
頂
き
、
そ
の
後
、
人
事
・

営
業
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
座
談

会
形
式
で
具
体
的
な
意
見
交
換
、
議
論

を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
一
、
教
習
所
業
界
の

経
営
環
境

二
、
社
員
の
意
識
改
革
の

取
り
組
み
方

三
、
生
き
残
る
強
い
組

織

四
、
教
習
所
と
し
て
の
事
業
体
質

等
々
に
、
一
歩
も
二
歩
も
踏
込
ん
だ
議

論
が
な
さ
れ
、
今
後
の
経
営
課
題
（
地

域
貢
献
、
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策
、
免
許
取

得
意
欲
の
醸
成
）
三
つ
に
も
熱
心
な
議

論
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
西
武
ド
ー
ム
で
、
西
武
対
ロ
ッ
テ
の

野
球
の
試
合
を
観
戦
し
、
新
た
な
試
み

で
あ
っ
た
「
経
営
研
究
会
」
は
成
功
裡

に
終
了
し
た
。

「「
親親
会会
社社
をを
乗乗
越越
ええ
日日
本本
一一
にに
」」

青
年
部
会

１０
月
例
会

橋
本
正
彦
氏
が
講
演

開
会
挨
拶
を
す
る
中
込
部
会
長

講
演
す
る
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ
橋
本
社
長

乾
杯
・
挨
拶
を
す
る
染
谷
特
別
会
員

―１８―
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九
月
一
六
日
〜
一
一
月
一
五
日

◆
九
・
二
五

第
二
七
次
小
笠
原
洋
上

研
修
第
三
回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
十
・
六

労
務
委
員
会
（
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

Ｙ
ｏ
ｕ
さ
い
た
ま
）

◆
十
・
九

中
国
社
会
経
済
視
察
（
〜

一
六
日
ま
で
）

◆
一
〇
・
一
三

第
四
二
期
労
働
法
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
第
一
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
〇
・
一
六

西
部
地
区
協
議
会

（
明
治
製
菓
�
関
東
工
場
）

◆
一
〇
・
一
九

労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
三
〇

同
右
第
三
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
三
一

小
笠
原
洋
上
研
修
出

航（
一
一
・
五
日
ま
で
、
父
島
往
復
）

◆
一
一
・
七

北
部
地
区
協
議
会
（
前

澤
化
成
工
業
�
熊
谷
第
二
工
場
）、

給
与
計
算
と
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
三

正
・
副
会
長
会
議（
ス

カ
イ
ル
ー
ム
）、
理
事
会
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
一
五

高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
改
正
に
基
づ
く
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
第
一
七
回
会
員
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部
）

県
と
本
会
な
ど
の
主
要
経
済
５
団

体
は
１０
月
１７
日
、
企
業
で
の
仕
事
と

育
児
の
両
立
を
目
指
す
と
し
た
「
埼

玉
県
子
育
て
応
援
共
同
宣
言
」
に
署

名
し
た
�
写
真
。
週
休
２
日
制
が
大

企
業
か
ら
社
会
全
体
に
波
及
し
た
例

に
習
い
、�
企
業
発
�
で
少
子
化
に

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

宣
言
の
内
容
は
、
育
児
休
業
の
取

得
促
進
な
ど
男
女
が
と
も
に
子
育
て

を
担
え
る
職
場
環
境
づ
く
り
▽
長
時

間
勤
務
の
是
正
な
ど
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
▽
出
産
・
育
児
で
退
職
し
た

女
性
が
再
び
働
け
る
よ
う
支
援
す
る

―
な
ど
。
各
団
体
の
取
り
組
み
を
定

期
的
に
確
認
、
意
見
交
換
す
る
こ
と

も
含
ま
れ
て
い
る
。

署
名
し
た
の
は
県
と
本
会
の
ほ
か

県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
県
商
工
会

連
合
会
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

埼
玉
経
済
同
友
会
の
５
団
体
。

さ
い
た
ま
市
の
知
事
公
館
で
行
わ

れ
た
署
名
式
で
、
上
田
清
司
知
事
は

「
父
親
、
男
性
を
で
き
る
だ
け
地
域

や
家
庭
に
戻
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

か
け
、
川
本
宜
彦
県
商
工
会
議
所
連

合
会
会
頭
は
「
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
作
り
を
目
指
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

新
庄
ブ
ー
ム
に
沸
き
に
湧
い
た
日
本
シ
リ

ー
ズ
も
、
北
海
道
の
日
本
ハ
ム
の

優
勝
で
幕
を
閉
じ
た
が
、
昨
年
と

い
い
今
年
と
い
い
優
勝
チ
ー
ム
は

パ
・
リ
ー
グ
で
、
し
か
も
監
督
は

両
チ
ー
ム
と
も
外
国
人
で
あ
る
。

何
故
だ
ろ
う
？

日
本
人
は
い
つ
か
ら
こ
ん
な
に

弱
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？

最
近
特
に
目
立
つ
の
は
「
自

殺
」
す
る
人
の
多
さ
で
あ
る
。

人
間
に
は
「
四
つ
の
苦
し
み
」

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、「
生
・

病
・
老
・
死
」
で
、
最
も
生
き
る

苦
し
み
の
中
で
大
変
な
の
は
「
生

き
る
苦
し
み
」
だ
そ
う
で
あ
る
。

「
自
殺
」
は
、
こ
の
苦
し
み
か

ら
「
逃
れ
た
い
」
た
め
で
あ
ろ
う

か
。
だ
と
考
え
る
な
ら
ば
、
間
違

い
な
く
日
本
人
は
「
弱
く
な
っ
た
」
と
言
え

る
。先

日
、
某
氏
と
雑
談
し
た
際
に
「
戦
争
と

結
び
付
け
ら
れ
る
の
は
イ
ヤ
だ
が
、
徴
兵
制

度
み
た
い
な
も
の
を
つ
く
り
、
若
者
に
耐
え

る
力
（
忍
耐
）
を
付
け
な
い
と
日
本
の
将
来

は
大
変
に
危
険
だ
」
と
。

確
か
に
一
面
に
於
い
て
は
そ
の
必
要
性
を

感
じ
て
な
ら
な
い
。

最
近
や
は
り
企
業
の
管
理
職
か
ら
の
相
談

内
容
で
多
い
の
は
、「
若
者
達
の
忍
耐
力
の

無
さ
と
、
自
己
主
張
の
強
さ
」
を
ど
の
よ
う

に
考
え
、
指
導
し
た
ら
良
い
か
で
あ
る
。

「
耐
え
る
力
」
を
教
え
る
場
も
今
は
体
育

会
系
の
運
動
部
に
で
も
入
ら
な
い
と
無
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
今
は
何
か
悪
い
事
を
や
っ
て
い
て

も
誰
も
注
意
し
よ
う
と
も
し
な
い
。
下
手
に

注
意
す
る
と
殺
さ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
も
あ

る
。注

意
さ
れ
な
け
れ
ば
、「
自
分

の
や
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
」

と
判
断
し
て
し
ま
う
人
達
が
実
に

多
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
自
分
の
意
見
と
に
食

い
違
い
が
あ
る
と
「
だ
っ
て
…
」

と
言
い
訳
を
先
ず
言
い
、「
自
分

は
頭
が
良
い
の
だ
」
と
主
張
す
る

傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
。

過
日
、
同
様
な
こ
と
が
目
前
で

行
わ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、「
評

価
は
自
分
で
行
う
も
の
で
は
無
く
、

他
人
が
行
う
も
の
な
の
で
す
よ
」

と
話
し
た
ら
、
ジ
ッ
と
睨
ま
れ
て
、

「
他
人
の
貴
方
に
言
わ
れ
た
く
な

い
」
と
反
論
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

「
企
業
は
人
な
り
」
と
言
わ
れ

る
が
、
日
本
人
の
能
力
は
外
国
に
は
負
け
な

い
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
は
神
話

状
態
に
安
全
神
話
と
共
に
な
っ
て
き
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

国
会
で
は
「
教
育
基
本
法
」
が
審
議
さ
れ

て
い
る
が
、
安
倍
総
理
の
い
う
「
美
し
い
日

本
」
に
は
果
た
し
て
何
時
到
達
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

事
業
だ
よ
り

第１５４回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

�
企
業
発
�子
育
て
を
応
援

県
と
本
会
な
ど
経
済
５
団
体

少
子
化
歯
止
め
へ

�
左
か
ら
二
人
目
本
会
原
会
長
、

三
人
目
上
田
知
事

―１９―
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★
第
４２
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
第
６
講

日
時

１２
月
２１
日
�

１０
時
〜
１６
時
４５

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

労
働
時
間
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
、
外
勤
・
出
張
、
裁
量
労
働
、

休
憩
、
休
日
、
休
暇
、
三
六
協

定
、
割
増
賃
金
な
ど
の
実
務
と

法
律
問
題

講
師

弁
護
士

岩
本
充
史
氏

★
同
右
第
７
講

日
時

１
月
１０
日
�

１３
時
１０
分
〜
１６

時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

問
題
社
員
の
懲
戒
・
賃
下
げ
・

降
格
・
配
転
・
解
雇
な
ど
を
め

ぐ
る
実
務
と
法
律
問
題

講
師

弁
護
士

石
嵜
信
憲
氏

★
同
右
第
８
講

日
時

１
月
２３
日
�

１３
時
１０
分
〜
１６

時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

労
働
組
合
活
動
の
変
化
と
対
応

に
つ
い
て

講
師

弁
護
士

岡
芹
健
夫
氏

★
第
２０
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の

集
い

日
時

平
成
１９
年
３
月
８
日
�

９
時

３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４
階
市
民
ホ

ー
ル

内
容

体
験
事
例
発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
体

験
交
流

講
師

社
員
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
石

川
信
子

氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
�

代
表
取
締
役

坂
本
克
己

さ
い
た
ま
市
西
区
三
橋
六
―
一
五
二

―
二

電
話
〇
四
八
―
六
二
四
―
四
一
三
五

（
資
）
二
千
五
百
万
円

（
従
）
三
十
五
名

測
量
、
設
計
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

�
シ
ー
エ
ス
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

�
嶋
英
司

川
口
市
東
川
口
六
―
一
三
―
八
―
二

〇
五

電
話
〇
四
八
―
二
九
〇
―
一
〇
五
二

（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
一
名

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

�
ひ
び
き

代
表
取
締
役

日
疋
好
春

川
越
市
的
場
北
一
―
一
七
―
一

（
資
）
七
千
六
百
九
十
五
万
円

（
従
）
十
七
名

〈
代
表
者
変
更
〉

�
埼
玉
り
そ
な
銀
行
上
福
岡
支
店

支
店
長

須
賀
敬
亮
（
旧

池
谷
憲
司
）

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
�

埼
玉
中
央
支
店

理
事
埼
玉
中
央
支
店
長

石
井
一
彦
（
旧

尾
方

透
）

日
本
鋳
鉄
管
�

取
締
役
工
場
長

宮
越

勉
（
旧

深
澤

寛
）

富
士
重
工
業
�
埼
玉
製
作
所

総
務
部
長

石
井

彰
（
旧

菊
地
洋
久
）

〈
社
名
変
更
〉

ウ
エ
ル
シ
ア
関
東
�

（
旧

�
グ
リ
ー
ン
ク
ロ
ス
・
コ
ア
）

興
和
創
薬
�
大
宮
工
場

（
旧

日
研
化
学
�
大
宮
工
場
）

�
サ
カ
イ
ヤ

（
旧

サ
カ
イ
ヤ
銘
版
�
）

�
ビ
ー
ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
旧

�
ビ
ー
ジ
ー
）

〈
住
所
変
更
〉

王
子
電
機
�

川
口
市
差
間
三
―
二
―
五

（
旧

さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島
四
―

一
六
―
二
）

Ｃ
Ｏ
Ｍ
電
子
開
発
�

日
高
市
下
大
谷
沢
八
―
一

（
旧

入
間
市
東
町
七
―
一
―
三
）

�
三
榮
建
設

ふ
じ
み
野
市
霞
ヶ
丘
一
―
二
―
一
二

コ
コ
ネ
上
福
岡
三
番
館
１
０
３
号

（
旧

ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
六
―
二

―
六
）

東
彩
ガ
ス
�

越
谷
市
越
ヶ
谷
一
―
一
四
―
一

（
旧

春
日
部
市
大
字
大
場
二
〇

二
）

マ
ミ
ヤ
・
オ
ー
ピ
ー
�

さ
い
た
ま
市
南
区
根
岸
三
―
二
三
―

一
〇

（
旧

さ
い
た
ま
市
桜
区
西
堀
一
〇

―
一
三
―
一
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/
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18 : 00開場 18 : 30開演

会場／埼玉会館小ホール JR「浦和駅」西口下車6分
会費／2,300円（一般2,800円を）（全席指定・税込）
師匠・立川談志の古典落語の継承者と言われる本格実力派。２００４年に高座２０
周年を迎えた。１７歳で立川談志に入門し、１９９７年に真打に昇進。若手噺家の
登竜門、国立演芸場花形演芸会平成１４年度金賞、平成１５年度大賞を受賞。そ
の他、多数の受賞歴をもつ。
新聞、雑誌を中心に、メディア業界の耳の肥えた落語愛好家をうならせる高
座で絶賛評が掲載され、人気が急上昇。爆笑のまくらと、口跡のよい絵にな
る高座姿で、じっくりと噺の世界に引き込む。
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